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教科名 英語コミュニケーションⅠ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z001 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 NorthStar Reading and Writing 2  3rd ed. 
担当者 徳田 仁  

 
到達目標 

１．英文 paragraph 構成方法の理解 

２．予知能力の習得 

３．Context を活用しての未知の単語の意味の類推 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

 

main idea を support
する details を合理的

に分類することができ

る。 

topic sentence と

supporting detailsを
区別できる。 

topic sentence と

supporting detailsの
区別がつかない。 

評価項目２ 

 

 

英文 context の中で、

次に来る content を予

知して自分で英文を組

める。  

英文 context の中で、

次に来る content を

予知してその内容を

日本語で説明できる。 

英文 context の中で、

次に来る content を

全く予知できない。 
 

評価項目３ 

 

英文 context から、未

知の英単語の意味を類

推し、その推測を論理

的に説明できる。 

英文 context から、未

知の英単語の意味を

直感的に類推できる。 

英文 context から、未

知の英単語の意味を

類推できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 
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教育方法等 

概要 ある一定の分量の英文を速く正確に読むための skill を学ぶ。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
板書中心。英文速読に欠かせないパラグラフ構成の知識、main idea, 
supporting details の見つけ出し、予知能力等を各レッスンで学ぶ。 

注意点 予習と課題に真摯に取り組む。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 情報を分類する 情報を分類できる。 

2 週 main idea の見つけ出す main idea を見つけ出すことができる。 

3 週 sequence 法を理解する paragraph 構成の sequence 法を理解できる。 

4 週 comparison を理解する comparison の長所と短所を解できる。 

5 週 details を見つけだす 不適切な details を見つけ出すことができる。 

6 週 既習の知識を活かす 既習の知識を読みに活用できる。 

7 週 情報をまとめる 情報をまとめることができる。 

8 週 cause と effect を知る cause and effect 法を理解することができる。 

9 週 examples を分類する examples を分類できる。 

10 週 main idea の見つけ出し main idea を見つけ出すことができる。 

11 週 details の見つけ出し details を見つけ出すことができる。 

12 週 listing method の理解 paragraph 構成の listing method を理解できる。 

13 週 details を分類する details を適切に分類できる。 

14 週 情報を整理する paragraph の情報を合理的に整理できる。 

15 週 単語の意味の類推 context から単語の意味を類推できる。 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 英語コミュニケーション  

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位, 15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 １ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 VOAに見る と : A Look at Global Health & Environment with VOA 

Richard S. Lavin （ ） 

担当者 田  

 

到達目標 

１． なるス ー の ー ング を活用し、 解力を せることができる。 

２．速読を して、500語 の英文を内容理解ができるよ になる。 

３．テ ストで 用 る専 用語等を 的に理解し、自 的な語 力の ができる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

テ スト VOA に見る

と について、

日 から 的に自学

することができる。ま

た、 テ の

を して、英文の内容

を 理解するこ

とができる。 

テ ストで

なト ッ について

の理解が 分で、

テ の を し

て、英文の内容を 6

理解すること

ができる。 

テ ストで

なト ッ について

の理解が不 分で、

テ の を

して、英文の内容を 6

未 しか理解する

ことができない。 

評価項目２ 

 

の中の文法事 の

的内容を に

け、読 だり いたり

したこと 学 だこと

に き，情報 考

な について， しく

書いたり したりす

ることができる。 

の中の文法事

を に け、読 だり

いたりしたこと

学 だことに き，

本的な情報 考

な について，書いた

りすることができる。 

の中の文法事

を に けておら 、

読 だり いたりし

たこと 学 だこと

に き， 本的な情

報 考 な につい

て まとめたりする

ことができない。 

評価項目３ と レ の の英文を読 だ について英語を
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 英文を読 だり いた

りして、内容を英語で

説明することができ

る。 

 

り いたりして、内容

を英語で説明するこ

とができる。 

 

ス トを見なが

ら読 だり いたり

して 、内容を英語で

説明できない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 

 

教育方法等 

概要  この授業 の く（とい より き取る ） 能力を し、

せることを 一の とする。 の の一つ TOEICテストの

スコ である。400 を する必 のある専攻 に な授業を

ことを前 とするのだが、本 で しているTOEIC IPテスト の

（ここ の） から すると、 スニング ション より

ー ング ション の方が 的に正解 が いとい 事 が

あり、授業に を する。この読解力不 の たる （専攻

め） 専 の 本的な語 力と文法力の不 が ら よ 。 

 そこで、 き取る に英文法の 本文 を用いた のを活用し、

単 とに を ッ しながら、 スニング力のみなら 文法力の

したい。また一方で、 ニュース、また ッ スな

として適 活用し、 に つ て らい、そ らの を

用いて せることで、英語でのコミュニケーションにおける

を こと としたい。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

の 書 VOA に見る と を １課 つ めながら、

している２ 類の CD を活用し、 き取りならびに テーション（書

き取り）を して 解能力を める。 らに文法と語 の確 、長文読解

を い ー ング ション で 得 力 ッ を す。 

注意点 定期 ない。各25 の確 テストを4 い、合 を成 とす

る。確 テスト の り（ なること ある）。 

テスト１ VOAに見る と 確 テスト（語 ） 

テスト２ VOAに見る と 確 テスト（ スニング １） 

テスト３ VOAに見る と 確 テスト（ スニング ２） 

テスト   からの確 テスト 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ンス び、 

Unit 1 レ ーの

ABC 

本テ ストの予習の 方を学ぶ。テ ストの内

容が理解でき、本文で 用 た専 用語

を ることができる。 について

短い ンテンスに適用 せることができる。 

2 週 Unit 2 ン フ ー

の がり 

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

3 週 Unit 3 ンフ ン

の から の感

の 能  

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

4 週 Unit 4 な を

すのか  

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

5 週 Unit 5 だけで

法 

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

6 週 Unit 6 理 

確 テスト（ １ ） 

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

7 週 Unit 7 ーン 物

全か  

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

8 週 Unit 8 不 の  テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

9 週 Unit 9 が

ラ を  

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。
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確 テスト（ ２ ） について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

10 週 Unit 10 の  テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

11 週 Unit 11 の未来  テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

12 週 Unit 12 を して

を く 

確 テスト（ ３ ） 

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

13 週 Unit 13 を い

めるに  

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

14 週 Unit 14 の を

用する  

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

15 週 Unit 15 の

 

確 テスト（ ） 

テ ストの内容が理解でき、本文で 用 た

専 用語 を ることができる。

について 短い ンテンスに適用 せる

ことができる。 

 

合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 理 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z003 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 理の （ ３ ） 本 出  

担当者  英一，長  ，   

 
到達目標 

１． 的な事 を題 にして， 理と かについて説明できる。 
２． の 事 について 理 の から 題 を説明できる。 
３． 理 的な正解がない 題 である理 を説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 的な事 を題 に

して， 理に

る ま まなト ッ

を自らの で考

， ントを用語を

て説明できる。 

的な事 を題

にして， 理と

をめ している

のかについて不 分

ながら説明できる。 

的な事 を題

にして， 理に

ついて説明できない。 

評価項目２ の 事 と

理の必 の

を説明できる。 

の 事 につ

いて 題 を

理 の から不

分ながら説明できる。 

の 事 で

題 を 理

の から説明でき

ない。 

評価項目３ 理がな

的な正解がない

題 なのかを

の 的な と

けて論理的に説明

できる。 

理 的

な正解がない 題 で

ある理 を，不 分な

がら説明できる。 

理 的

な正解がない 題 で

ある理 を説明でき

ない。 
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学科の到達目標項目との関係 

◎A-2(b)： としての 理 を確 できること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 

 
教育方法等 

概要 専 的知識 を学ぶ学 にと て，そ が の に のよ な

を るのかを考 ること ， に な意味を つ。この で ，

一 的な 理 と なる，専 的 業 の一 としての

理 を取り 。すな 的に 能か かとい と 別

に， の の面から見て，そ が くのかとい があ

ること。また， 来 しなか た 題がテ ーの とと に

み出 ていることを意識し，そ らに していくのかとい

の な について， 的な事 を て学 でいく。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
書を ースにした だが， のト ッ について意見を め

の授業を する。 による授業で の ，学 が

意見をまとめ するグ ー 予定している。日 的に

理 に直面している 業の方 2 を として ， の

での 理 についての授業をお いする。 

注意点 授業分 が 9 ， 2 が各 3 を分 し， 15 とな

る。 せ レ ート，グ ー の な によ て

する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ： 理と  この授業全 の 組みについて理解できる 

2 週 理の  の との から 理の

と のよ な のかを理解できる 

3 週 理と法 理

による考察の  

理と法の い か，コン ラ ンスの２

つの解 を説明できる 

4 週 の 全， ，  な 理 定が必 なのかを理解できる 

5 週 用 分 と 物

法 

フ ー ント事 で 題にな たの

な か説明できる 

6 週 組 の 題 業 理を考 る に必 な ントが か

を理解できる 

7 週 報 内  ン ー を にして内

に る 題を理解できる 
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8 週 た をめ し

て 
考の意味とその ット ットを

理解できる 

9 週 全 と ス １ 全と で ないとい 考 方

を理解できる 

10 週 全 と ス ２ フ ーフがな 必 なのかを説明でき

る 

11 週 全 と ス ３ 的な事 事 について 題 の

ー を理解できる 

12 週 理 題の １ 理的な 題に して の解 を考 る

ことができる 

13 週 理 題の ２ き 題で必 な前 かを理解できる 

14 週 理 題の ３ 合意の 成のために が必 なのかを理解

できる 

15 週 まとめ 授業全 の ての取り組みを 的に考

ることができる 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  20   80  100 

基礎的能力     80  80 

専門的能力        

分野横断的能力  20     20 
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教科名 Scientific and Technical English （ 学 英語） 
 
 

科目基礎情報 

科目番号 6Z004 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 Presenting Science 2nd Ed. 

担当者 Richard Grumbine 
 
 

到達目標 

１．increase technical vocabulary on technical subjects 
２．increase speaking fluency on technical subjects 
３．give affective short presentations on technical subjects 

 
 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 
標準的な到達レベル

の目安（可） 
未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Student has a strong 
command of technical 
vocabulary 

Student has a strong 
command of basic 
vocabulary 

Student lacks even 
basic vocabulary 

評価項目２ Student can talk 
easily about their 
technical subject and 
field 
 

Student can speak 
but with some 
difficultly about 
their subject and 
field 

Student can not talk 
about technical 
subjects 

評価項目３ Student can give a 
strong presentation 
on their field or 
subject 

Student can give a 
middling 
presentation about 
their filed or subject 

Student is unable to 
make themselves 
understood in 
technical matters 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 
 

教育方法等 
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概要 Scientific and Technical English 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
Time will be divided between lecture/listening exercises and work on 
presentations 

注意点 Require basic command of English and knowledge of their technical 
specialty (TOEIC 400) 
Grades will be based on 2 presentations and textbook completion.  The 
first presentation (video) will count 38 points, the second presentation 
(poster) will count 50 points, and the textbook will be graded based on 
completion and will count 12 points.  60 points is passing. 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 Syllabus and class intro become familiar with class mechanics and 
methods/set up FB profile and join class page 

2 週 Unit 1 What’s your 
position? 

be able to use prepositions when talking 
about technical subjects / practice producing 
related sentences on FB page  

3 週 Unit 2 Precisely 
speaking 

learn to use measurements and numbers / 
practice producing related sentences on FB 
page  

4 週 Unit 3 Measuring the 
world 

be able to talk about measurements / 
practice producing related sentences on FB 
page  

5 週 Unit 4 What makes it 
happen 

learn to use cause and effect transitions / 
practice producing related sentences on FB 
page  

6 週 Unit 5 What’s the 
difference 

learn to compare and contrast / practice 
producing related sentences on FB page  

7 週 Unit 6 What this means 
is 

learning about definitions / practice 
producing related sentences on FB page  

8 週 Presentations 
(introducing your topic 
and methods) 

post 2-3 min video introducing your research 

9 週 Unit 7 First, be sure 
to… 

understanding and giving instructions / 
practice producing related sentences on FB 
page  

10 週 Unit 8 Step by Step describing / practice producing related 
sentences on FB page  

11 週 Unit 9 Let me explain explaining / practice producing related 
sentences on FB page  
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12 週 Unit 10 Make a record reporting information/results / practice 
producing related sentences on FB page  

13 週 Unit 11 Chance are… possibility and probability / practice 
producing related sentences on FB page  

14 週 Unit 12 Charting your 
presenation 

graphs and diagrams and posters / practice 
producing related sentences on FB page  

15 週 期  Poster Presentations 

16 週 テスト返却と解説  
 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合  88   12  100 

基礎的能力     12  12 

専門的能力        

分野横断的能力  88     88 
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教科名 と  
 
科目基礎情報 

科目番号 6Z005 科目区分  
授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45 ） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教材 学テ スト自 理学 （ 書 ） 
自 理学 論（ 書 ）  しい 学（ 書 ） 

担当者 中   
 
到達目標 

１． の 構 を理解するための レートテ トニ ス理論について説明できる。 
２．自 としての について説明できる。 
３． としての の と 活との について説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の 構 を理解

するための レートテ

トニ ス理論につい

て用語を的確に用いて

的な説明ができる。 

の 構 を理

解するための レー

トテ トニ ス理論

について 本的な説

明ができる。 

の 構 を理

解するための レー

トテ トニ ス理論

について論理的に説

明できない。 
評価項目２ 自 としての

について用語を的確に

用いて 的な説明が

できる 

自 としての

について 本的な

説明ができる 

自 としての

について論理的に

説明できない。 

評価項目３ としての

の と 活との

について用語を的

確に用いて 的な説

明できる。 

としての

の と 活

との について

本的な説明ができる。 

としての

の と 活

との について論

理的に説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A—1(a)：物事を多面的に考察できること. 

○A—2(b)： としての 理 を確 できること. 
 
教育方法等 

概要 を取り く を構成する 本的な 、 が らしている

をつくる その のであ 。 とい を構成する各

が のよ に びついて をつく ているのかを知ることがこの

の の一つである。 に、自 と の びつきの中で がコント ー

することが出来ない自 の として、 について を学習する予
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定である。こ らの学習を して の中の の を 一 確

し、 が につけよ としている 業 の に する正しい

を考 る として らいたい。 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
書のよ な既 の 用しないが、 内容を説明するために必

な を ント として する。その ントの内容を説明する

で授業を めていく。 
注意点 この で 内容の多く 、自 学の分 に ま る のと い

が 学 でいる 業 と きく なる のである。 の 活

の中で感 ている のスケー より に きなスケー を

て、 の理解に めて らいたい。また、授業で 内容の一 、

本 で学習した 理学で た内容と の 分があるので、そ らの

で 習しておいて らいたい。なお、自 に する内容について

の によりその一 しか授業で ないため、そ 外で に学

で らいたい内容について 、授業外学習としてレ ートを課す予定である。 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1週 日本 の 本的な構  レートの構 を 本にした日本 の

について理解できる。 
2週 レートとその  レートの 類とそ らの について理解

できる。 
3週 レート の と

（１） 
する レート の と について

理解できる。 
4週 レート の と

（２） 
する レート の と について

理解できる。 
5週 ー テ トニ ス 内 の ント の と レートの活 と

の について理解できる。 
6週 自 としての （１） と 活 の について理解できる。 
7週 自 としての （２） の 類とその について理解できる。 
8週 自 としての （３） の ーと のそ の と

について理解できる。 
9週 自 としての （ ） の 類とそ の について理解でき

る。 
10週 としての  の と との について理解できる。 
11週 とその分  としての の とその分 につ

いて理解できる。 
12週 の と  の がつくる とその による

について理解できる。 
13週 の 成と  各 の の 成の とそ による

の について理解できる。 
14週 と 活 そ の の が、 なる 活の

を 成する について理解できる。 
15週 期  
16週 テスト返却と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 用解 Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z006 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント等 

担当者   

 
到達目標 

１．フー について説明でき、その ができる。 
２．１次 の 方 方 の 出について理解している。 分 法、フー

を用いてそ らの解を めることができる。こ らの 分方 によ て

る について説明できる。 
３． 分方 の 解法を説明でき、そ を用いて 分方 の一 解を めることが

できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ フー

に する につ

いて説明できる。 

フー に

ついて説明でき、その

ができる。 

フー に

ついて説明できない。

その ができない。 

評価項目２ １次 の 方 の

一 解である ラン

ー の解を 出でき

る。 
 

１次 の 方

方 の

出について理解して

いる。 分 法、フ

ー を用

いてそ らの解を

めることができる。こ

らの 分方 に

よ て る

について説明でき

る。 

１次 の 方

方 の

出について理解して

いない。 分 法、

フー を

用いてそ らの解を

めることができな

い。こ らの 分方

によ て

る について説明

できない。 

評価項目３ の につ 分方 の 分方 の
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いて理解し、 でき

る。 
 
 

解法を説明でき、そ

を用いて 分方

の一 解を めるこ

とができること。 

解法を説明できない。

そ を用いて 分方

の一 解を め

ることができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要  分方 分方 の多 の として 学的に 味

い かりで なく、多くの自 が 分方 を用いて るこ

とを見て 明らかなよ に、 く理 学において中心的な を て

いる。 

 この の １の 、学 が理 学において にあら

用 に な意味を つ２ の 分方 を理解することで

ある。 的な２ の 分方 である 方 ( )

方 等がその となる物理 から のよ にして 出 るかを理

解し、その でそ の 分方 の解の つ定 的な を理解す

ることである。 

 ２の 、学 が 分 法を用いて２ の 分方 の

期 を する解を めることができることである。 方

( )方 を解く 合に 、本 の 用 学２ にお

いて学習した 分方 の解法に てフー の知識

必 となり、学 フー に する必 の事 につい

て学習し、 な のフー の 出ができること。１次 および

２次 の 方 の解として得ら た を することにより、

学 方 によ て ている の理解を めること。 

 ３の 法の理解である。 用 な 分方 の中に

、 法 法により解くことができない 合および解が 等

で できない 合がある。また、 分方 の解として 解が めら

 分な 合 ある。学 このよ な 合の 分方 の解法で

ある 法の 本を理解し、 分方 の 解を 出できること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
による授業および 題 習 

内容の理解と定 を かるため、 習 題を適 レ ートとして解

出して らいます。 

注意点 明 専の 学 １ の内容を理解している必 があります。 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 授業の 説明  
2 週 フー の定  定 にしたが て、 単な 期 に して

フー を めることができる。 

3 週 フー 正

、一 の 期 の

フー  

に してフー

正 を めることができる。 

一 の 期 に してフー を め

ることができる。 

4 週 としてのフー

多 、 のフ

ー  

フー 多 が 法の意味で の

であることを理解する。 

単な 期 に して のフー

を めることができる。 

5 週 フー の定 、フ

ー 正

 

定 にしたが て、 単な 期 に して

フー を めることができる。 

に してフー

正 を めることができる。 

6 週 フー の   フー の を理解し， 用できる。 

 フー のたたみこみ 分定理を理解

する。 

7 週 分方 説 分方 に 本事 を理解する。 

分方 の一 解について理解する。 

8 週 中   
9 週 テスト返却と解説 

１次 方 の

出 分 解 

 の を する 方 から１

次 方 が か ることを理解する。 

 分方 の 分 解による解法を理

解する。 

 を たす を めることが

できる。 

10 週 期 を たす１次

方 の解 
期 のフー より 期 を た

す１次 方 の解が得ら ることを理

解する。 

11 週 １次 方 の

出 分 解 
物 に出 りする 量が することから、

１次 方 が か ることを理解す

る。 
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12 週 長の の  長の の１次 方 に するフ

ー を用いた解法を理解する。 

期 が ラッ で ら

た 合について理解する。 

13 週 の 法 の を理解する。 

法による 分方 の解法を理解す

る。 

14 週 法 法を用いて 分方 の一 解が め

ら る。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 用解 II 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z007 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 学のための 学的 法（ ： 田  ） 

担当者   

 
到達目標 

１．物理 を方 として 学的に することができる。 
２． 学的に た方 の解を めることができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の物理 を方

として 学的に

できる。 

物理 を方 と

して 学的に す

ることができる。 

学的 （方 ）

が理解できない。 

評価項目２ 方 の解と物理的

の適合 について説

明できる。 

学的に た

方 の解を める

ことができる。 

学的 としての

方 の解を める

ことができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要 学のための 学的 法について学びます。 学，理学における

を理解するに ， 学の 法が不 欠です。ここで ， 学の と

つのまとま た分 の をするので なく，力学， ，

な の 的な に，そ を解 するのに必 と る 学の 法

を することによ て， 学を物理的， 学的 を理解する で

必 な のとして につけることが出来るよ になることをめ しま

す。 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 となりますので、 ートを取 て 習に 用して い。 、

授業内容に した 習 題を考 てみます。 

注意点 明 専の 学 1 4 の内容を理解している必 があります。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 と 分方  を 学的方 に できる。 

2 週 分方 の解法 分方 の 的解法ができる。 

3 週 3 次 の と方  分方 の 的解法ができる。 

4 週 力 と テンシ  ト とス ラー の が理解できる 

5 週 次の 分、全 分 多 の 分ができる。 

6 週 多 の 題 多 の 分の 用ができる。 

7 週 ト の 分 ト の 分ができる。 

8 週 の  の が理解できる。 

9 週 多 の  多 の ができる。 

10 週 り の  題の の必 が理解できる。 

11 週 の方  次 分方 が解くことができる。 

12 週 の方  次 分方 が解くことができる。 

13 週 成 の方  分方 が解くことができる。 

14 週 用 と  用 と ト の が理解できる。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説 理解できていない所を ッ して 確 す

る。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 用 理 I 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z008 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 等多 量解 書  

担当者   

 
 

１． 解 分 の 法を適用できる。 
２． 成分分 の 法を適用できる。 
３． 分 の 法を適用できる。 

． 別分 の 法を適用できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 解 分 の 法を

説明できる。 
解 分 の 法を

適用できる。 
解 分 の 法を

適用できない。 

評価項目２ 成分分 の 法を

説明できる。 
成分分 の 法を

適用できる。 
成分分 の 法を

適用できない。 

評価項目３ 分 の 法を説

明できる。 
分 の 法を適

用できる。 
分 の 法を適

用できない。 

評価項目  別分 の 法を説

明できる。 
別分 の 法を適

用できる。 
別分 の 法を適

用できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要  学的学 を考 る で ， な により多くの ー を

得る．そこから しい事 また 情報を得よ とする．そのとき多くの

が みあ ているために，得たい情報がす に得ら ない 合が多い．
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そこで， しい情報を 学 のある のとして得るために多 量解

の理論と 法を習得する．また，そのことにより， 的 と

しての のの見方の を ることができる． 

 この で ，多 量解 の 法の 次の つの 法， ー の

１つの を２つ の の１次 で す 分 ， の を

つ ー からそ らの が つ 的情報を している１次 合

の を る 成分分 ， ー の 得 をいくつかの 得 の１次

合で す 分 ，２つの を つ ー に する のが らの の

のかを 別する 別分 ，についてその理論を る． 

また，こ らの 法を な ー に適用できることを とする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

法を適用する に必 な知識をレ ートで いながら， で 理論的

な をする． 

注意点 明 専の 学 １ までの内容を理解している必 があります． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 授業の 説明、予 知
識 

この での に する予 知識を
る。 

2 週 予 知識 この での 学に する予 知識を
る。 

3 週 分  単 分 の 法を理解し、 定 の意味
を理解する。 

4 週 分  の意味を理解する。 

5 週 分  分 の 法を理解し、 定 の意味
を理解する。 

6 週 分 の テスト  

7 週 成分分  成分分 に 法を理解し、 の意味を
理解する。 

8 週 成分分  得 に する 成分分 に 法を理解す
る。 

9 週 成分分 の テスト  

10 週 分  自 得 の を理解する。また、 ー
の と 量との を理解す

る。 

11 週 分  量と 得 を めることができ
る。 

12 週 分 の テスト  

13 週 別分  内分 と外分 を めることができ、
を理解できる。 

14 週 別分  別分 の 法を理解できる。 

15 週 別分 の テスト  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合   60    40  100 

基礎的能力   60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 物理 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z009 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 書： 能（ ） ラ 学  出  

 ：自 ント 

担当者 内  

 

到達目標 

１．物理 学および 学の 本的な事 について説明できる． 

２． ラ の 本的 について説明できる． 

３． ラ 中の に する 本的な事 について説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

物理 学および

学について，説明と

が正確にできる． 

物理 学および

学について，説明と

ができる． 

物理 学および

学について，説明と

ができない． 

評価項目２ 

 

ラ の につい

て，正確に説明できる． 

ラ の につ

いて， が説明でき

る． 

ラ の につ

いて，説明できない． 

評価項目３ 

 

ラ 中の と

について，説明と

が正確にできる． 

ラ 中の と

について， が

説明できる． 

ラ 中の と

について，説明で

きない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで説明できること． 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

 

教育方法等 

概要 ラ 物 の 4 の と ，正の （正 ン）

25



と の （ ン）を みつつ，全 として 的に

中 の を す． ラ 中で の に ー ン力が き，

な が確 できる． 

 本 で 学的理解を めながら， 中の の きの物理

的な ー ， としての ラ の る い等を理解し， ラ

に する から 用までの 本 を定 的 定量的に習得するこ

とを とする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

中心の授業を ．定期 （学 ）の成 60%， テストの

成 30%，課題の 出および解 10%の で 合的に し，60%

の得 で 成とみなす． 

注意点  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 説明 

（ 書 ） 

ラ の  

ラ と か説明できる． 

2 週 （ 書 1 ） 

物理 学 

物理で 用する 学（物理 学）の が説

明できる． 

3 週 物理 学 物理で 用する 学（物理 学）の が説

明できる． 

4 週 習 物理 学に する 題の解法を説明できる． 

5 週 学 学の について説明できる． 

6 週 学 学の について説明できる． 

7 週 習 学に する 題の解法を説明でき

る． 

8 週 （ 書 2 ） 

中の  

速 分 について説明できる． 

9 週 中の  速 分 について説明できる． 

10 週 （ 書 5 ） 

ラ の  

ラ および 長について説明で

きる． 

11 週 ラ の  方 について説明できる． 

12 週 （ 書 6 ） 

ラ 中の と  

ラ 中の に する が 出でき

る． 

13 週 ラ 中の と  ラ 中の について説明できる． 
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14 週 （ 書 8 ） 

ラ の 用 

合 の について説明できる． 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z010 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント 

担当者  明  

 

到達目標 

１． ン 合、 合、 合の いを理解している。 

２． 単な分 の を予 できる。 

３． な 学 に 味を 、 ることができる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

ン 合、

合、 合の いを

理解し、正しく説明で

きる。 

ン 合、

合、 合の いを

理解している。 

ン 合、

合、 合の いを

理解していない。 

評価項目２ 
単な分 の を

正しく予 できる。 

単な分 の を

予 できる。 

単な分 の を

予 できない。 

評価項目３ 

な 学 に

味を 、その の

面 を ること

ができる。 

な 学 に

味を 、 ること

ができる。 

な 学 に

味を てない。また、

ることができな

い。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

A-2(b)： としての 理 を確 できること． 

 

教育方法等 

概要 

本 で 、 に 学 合論の 本となる 合法と分 法

を理解し、 単な分 の を予測できるよ になることを と

する。次に、 学の 知識を し 本的考 方を学び、 の りの
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に 味を 、 のめ ましい 学の に して、 としての

考 方をし かり つことを とする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

学 合の 理についての理解 を確 するために、 の に前

分の内容について テストを 。 らに理解を めるために、課題を課

す。 で 、 に する の 用について る。 のト

ッ スで 、 自 が 学に するテー を し、 で 学

の について理解を める。テー 、レ の 成 、 の の

により する。 

注意点 学Ⅰの 学 合の内容を 習しておくこと。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 
シラ ス説明 

学 合（１） 

ン 合、 合の を、 単に説

明できるよ になること。 

2 週 
学 合（２） 

テスト（１） 

合、 位 合、 合の を、

単に説明できるよ になること。 

の の いから、分 の

を説明できるよ になること。 

3 週 
学 合（３） 

テスト（２） 

量 の意味を理解すること。 ー

と ー 位を理解し、 の

を書けるよ になること。 

4 週 
学 合（ ） 

テスト（３） 

パ の 理、フントの を説明できる

よ になること。 

5 週 
学 合（ ） 

テスト（ ） 

を理解し、 成 の を書ける

よ になること。 

分 の を 成 の考 方で説明でき

るよ になること。 

6 週 
学 合（６） 

テスト（ ） 

分 法により、等 分 の 合

の 、 分 の を説明できるよ

になること。 

7 週 
分 の と （１） 

テスト（６） 

と分 の 用について説明できるよ

になること。 

8 週 
分 の と （２） 

テスト（ ） 

分 の と を説明できるよ

になること。 

9 週 
学 ( に

する の 用) 

の意外な きを により し、自

の 用について 心を てるよ にな
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ること。 

10 週 
ト ッ ス（１） 

テスト（ ） 

が する 題に 心を 、自分

の考 を てるよ になること。 

11 週 ト ッ ス（２） 
が する 題に 心を 、自分

の考 を てるよ になること。 

12 週 ト ッ ス（３） 
が する 題に 心を 、自分

の考 を てるよ になること。 

13 週 ト ッ ス（ ） 
が する 題に 心を 、自分

の考 を てるよ になること。 

14 週 ト ッ ス（ ） 
が する 題に 心を 、自分

の考 を てるよ になること。 

15 週 ト ッ ス（６） 
が する 題に 心を 、自分

の考 を てるよ になること。 

 

評価割合 

 期試験 発表 相互評価 態度 
ポートフ

ォリオ 
その他 合計 

総合評価割合  15 15  70  100 

基礎的能力     70  70 

専門的能力        

分野横断的能力  15 15    30 
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教科名 合 別

科目基礎情報 

科目番号 6Z011 科目区分 必修 

授業形式  単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 1.5 

教科書／教材 授業中に するテ スト

担当者 各

到達目標 

１． と 力し， 的に を することができる。 らに，出 学 の で

的見 で を することができる。

２．学 的知識を理解し， 活用することができる。

３． した内容および を報 書にまとめ，期 までに 出することができる。

． の意 する課題を自ら理解し，論理的に報 書に することができる。

評価（ルーブリック） 

理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

１ 的に と 力

し， 的に を

することができる。

らに，出 学 の

で 的に

的見 で を す

ることができる。

と 力し， 的

に を するこ

とができる。 らに，

出 学 の で

的見 で

を することがで

きる。

と 力し， 的

に を するこ

とができない。出 学

の で

的見 で を

することができない。 

２ 学 的知識を理解し，

的に 活用す

ることができる。

学 的知識を理解し，

活用することが

できる。

学 的知識を理解し，

活用することが

できない。

３ した内容および

を論理的な日本語で

報 書にまとめ，期

までに 出することが

できる。

した内容および

を報 書にまと

め，期 までに 出す

ることができる。

した内容および

を報 書にまと

め，期 までに 出す

ることができない。

の意 する課題を の意 する課題 の意 する課題
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自ら理解し，論理的

考を た で報

書に することがで

きる。 

を自ら理解し，論理的

に報 書に する

ことができる。 

を自ら理解し，論理的

に報 書に する

ことができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 

○B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

 
教育方法等 

概要  本 で ，本 4 次から専攻 2 次までの 4 に する学習

に して，一 した 1 つの グラ として 合 システ

学 を 定している。本 グラ で ， 業 活 （

情報 物 ）における 課題を自ら し，多 的な から

題を解 し， の くりを 能力を 成することを している。そ

のために本 5 学 の 長を ースとして，各学 の をす ての

専攻 が学習することにより，専 の だけでなく 学分 にお

ける の の を につけることができる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 そ の学 の ( 習 む)を， の 4 学 の出 学

に して 。なお，自分の出 学 が に た て ，出 学

学 ， の ュー ーとして，各 の を める。 

注意点  本 で ，5 学 を 次 り，各学 で用意した を 。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 A: ン ンの分解組

B:  
C: の 定 

A: ン ンの分解組 をすることで構 組

法を考察し理解できる． 
B: の 的 を から考察し理

解できる． 
C: の 定を正しくできる． 

2 週 A: ン ンの分解組

B:  
C: の 定 

A: ン ンの分解組 をすることで構 組

法を考察し理解できる． 
B: の 的 を から考察し理

解できる． 
C: の 定を正しくできる． 

3 週 A: ン ンの分解組 A: ン ンの分解組 をすることで構 組
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B:  
C: の 定 

法を考察し理解できる． 
B: の 的 を から考察し理

解できる． 
C: の 定を正しくできる． 

4 週 A： ー ー の  
B： の

 

A： ー ー の を め，

その が理解できる。 
B： の を して， の

を理解できる。 

5 週 A：CR  
B： 中  

A：CR について理解し，測定できる。 
B： の である 中における

を理解するとと に， について

理解できる。 

6 週 A： ン の  
B：直 分  

A： ン の について理解し，測定で

きる。 
B：直 分 の 方法，速 方法，

方 の について理解できる。 

7 週 UNIX ー シンの

用 
Web ー である UNIX ー シンに グ

ンし、 本的な UNIX コ ン を ことが

できる 

8 週 Web ー 成(1) HTML 語で Web ー を できる 

9 週 Web ー 成(2) Javascript 語を用いて きのある Web ー

を できる 

10 週 からの DNA の

出 
から DNA が 出できることを理解でき

る． 

11 週 コー

ー の PCR によ

る  

PCR 法で たい が できることを

理解できる． 

12 週 による

物の分 分  
物を分 することで の が

ら ることを理解できる． 

13 週 コン ートの 合

および  
コン ートの 合 を理解できる．およ

び，コン ートの を理解できる． 

14 週 コン ートの 合

における 正お

よび  

コン ートの 合 における 正を

理解できる．および，コン ートの を理

解できる． 

15 週 コン ートの 1 週
 

コン ートの 1 週 （ および

）を理解できる． 
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16 週 レ ート返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 合 習 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z012 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 ２ 

教科書／教材 なし 

担当者 本 ，  ，内  ，田中 ，   

 
到達目標 

１．こ まで に けた専 分 に する 学 の知識 情報を活用して，

とその ンができる 
２． 用および 的な の とで， の から までを 的に できる 
３．本 での所 学 を た ー 成の中で， 分 の学 と 力しながら，こ まで

自らが学 だ知識を活かして ー に できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ する そ

の必 を してお

り， が 能である． 

する

その必 が めら

， 能 があ

る． 

する

その必 が めら

ない． 

評価項目２ 取り組 だ の内容

に して， した

の 成 が い． 

取り組 だ の内

容に して， した

の 成 が

である． 

取り組 だ の内

容に する した

の 成 が得ら

ていない． 

評価項目３ 分 の学 と 力

し，自分の既 知識を

活かして ー に

できる． 

分 の学 と 力

し， ー に でき

る． 

分 の学 と 力

ができない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 
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◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-3)(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

 
教育方法等 

概要  本 で，学 を ．既 の の欠 を

い い な から し， らかの方法で を てより い を

する．本 で ，自ら で未知の 題を解 する意 ，能

力， 力およびグ ー で 力し， 合 て物事を解 する能力， レ

ンテーション能力等を て しい． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
本 PBL として 位 けら るため，学 が 的に し，

めていくことが に である．また，本 での所 学 を た ー

成で授業に取り組む．そのため，授業 外における 合 せ

業等の 定 を まく ントする必 がある．本授業で

める ト きく 3 つの に分けら る． 

１．課題の説明， トの  

２． の を  

３． レ ンテーションの と  

 なお， 1 の授業 前期（ み前）に する．このよ な

な の ， 期に授業を してす に出てくる

単な ので ない．こ までの学 の を ま ， み前に 分け

を い， み期 中に を考 ることができるよ にする．

１ の授業の日 について 各学 の より事前に をする． 

 また， レ ンテーション 外に ，中 を ．なお，

12 に ，シン ー テ ニッ （SP）学 が本 を し

ており， 合が合 ，SP 学 の英語での SP 学 との を

する．このこと ま ，英語による授業説明を すること ある． 

注意点 本学の２ 次（ 合学 ）に， 学 の でこの の課題を

たが，本 で ，そ を らに せており，前 したよ に PBL 

として位 けら る．前 となる知識の 定 ないが，各学 がこ

までに た専 知識，および， 力， 題解 能力等が，

トを める で となる． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 1 週 ンス 分け（前期） 授業の め方を理解できる． 
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2 週 の 1 ， の をできる． 

3 週 の 2 ， を を ことができる．  

4 週 の ，物 ，

業 
を を とと に，物 ，

の を できる． 

5 週 の ，物 ，

業 
を を とと に，物 ，

業を めることができる．  

6 週 業 業を めることができる． 

7 週 の中  中 で の説明ができる． 

8 週 業 業を めることができる． 

9 週 業 業を めることができる． 

10 週 業 業を めることができる． 

11 週 業 業を めることができる． 

12 週 業 業を めることができる． 

13 週 業 業を めることができる． 

14 週 業  業を めるとと に， の に

取り組むことができる． 

15 週  において した の説明がで

きる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  15 5  20 60 100 

基礎的能力        

専門的能力     20  20 

分野横断的能力  15 5   60 80 
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教科名 業 力学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z013 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻

（ 学 ， 情報

学 ）， 用物 学専攻 

対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 考 ： 学 8 業力学 

（ ： か，出 ：コ ） 

担当者   

 

到達目標 

１．専 的な用語 を英語 めて理解して，説明することができる． 

２． 力学の を理解して， 学における 題に適用することができる． 

３． 力学の を理解して， 学における 題に適用することができる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 専 的な用語の英語

を理解し，用語を的

確に説明できる． 

専 的な用語の英語

ができ， 自の理

解で用語を説明でき

る． 

専 的な用語の英語

ができ ，用語を

説明できない． 

評価項目２ 力学の を理解

し， 学の分 に 用

できる． 

本的な 力学の

を理解し， ら

た に適用できる． 

本的な 力学の

を理解でき ，

ら た 題に こ

とができない． 

評価項目３ 力学の を理解

し， 学の分 に 用

できる． 

本的な 力学の

を理解し， ら

た に適用できる． 

本的な 力学の

を理解でき ，

ら た 題に こ

とができない． 

 

学科の到達目標項目との関係 
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◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

○B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

 

教育方法等 

概要 で内容を し，確 および 題を 中，レ ートで解く． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

板書による を な ． 中の内容を確 するために， 定 たレ

ートを解いて の 習を な ． 

注意点 物理学の 本を 学に適 せるため，その 本と 学を理解しておく． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 力と ー ント 力， ー ントを理解し， ことができる． 

2 週 力のつりあい 力と ー ントのつりあいを理解できる． 

3 週 に く力とトラス に く力を理解し，トラスに 用できる． 

4 週 心 面 の 心を理解できる． 

5 週 心 の 心，物 の 定を理解できる． 

6 週  す り を理解できる． 

7 週  こ がり ， トの を理解できる． 

8 週 直  の直 に考 方を 用できる． 

9 週  物 を理解できる． 

10 週 力と  方 を各 に 用できる． 

11 週 力と  の考 方を理解できる． 

12 週 事， ， 力 事， ， 力を理解できる． 

13 週 量と力  量と力 を理解できる． 

14 週  を理解することができる． 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    20  90 

分野横断的能力 10      10 
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教科名 用情報 理 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z014 科目区分  

授業形式 授業 習 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻（ システ 学

専攻 情報 学 を

く） 

対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 より する ント 
ン ー ット を きるための情報 理 情報 学 (IEC) 情

報 理 グ ー 出  

担当者  明 

 
到達目標 

１. を て情報を 能力として、情報 理の を説明できる 
２. 情報を活用する能力として、文書 成 フトの 用 ができる 
３. 情報を活用する能力として、 フトの 用 ができる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ を て情報を

能力として、情報 理

の を説明でき、

ット な の を

て な を説明

することができる。 

を て情報を

能力として、情報

理の を説明

できる。 

を て情報を

能力として、情報

理の を説明

できない。 

評価項目２ 文書 成 フトの 用

ができ、自分で

をした な文書を

成することができる。 

文書 成 フトの

用 ができる。 
文書 成 フトの

用 ができない。 

評価項目３ フトの 用

ができ、自分で を

した なシートを

成することができる。 

フトの 用

ができる。 
フトの 用

ができない。 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

○B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

 
教育方法等 

概要 用情報 理 ，本 の所 が 情報 学 外の専攻 を と

する．本授業 本 の情報 理 (情報 テラシー)の 用に位 けら

る． 
， が情報システ を るよ になり， ー ー ン

ー ットを活用した情報 分 のス を つこと のことと

みな るよ にな ている． ( に 業)で ， らに な内容を

理解し， な情報 理を ことが めら ている．また，情報 理に

する 題 たびたび し，正しい情報システ の取り い 情報の

用 理に する 力 めら ている． 
こ した情報システ 用 の に い，本授業で 情報 理お

よび な情報 テラシーのス の習得を 的とする．この 的を 成

するために次の 2 つの授業 を る． 
1 の ， を て情報を 能力を ことである．そのた

めに，本授業で ，情報 理(情報を取り の 意 情報に する法

， ー ー，トラ の な )を学習する． 
2 の ，より な情報 理を ために必 な知識 を習

得することである．そのために，本授業で ，文書 成 フト

フトの中 レ の 用法を学習する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
情報 理に して を中心とし、文書 成 フト フトの学

習に して 習 習を中心として授業を 。 習において，各自の

む ースによ て 外に取り組む必 がある。 

注意点 コン ュー および Windows の ，MS-Word，MS-Excel の 本

を ス ーしていることが ましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 文書 成 フトの 用

1 
テ スト ッ スを 用して を 成するこ

とができる。 
ス報 書の として 業 報の文書の

テン レートを 成することができる。 
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2 週 文書 成 フトの 用

2 
フ ー を 用して 的な ンケート用

を 成することができる。 

3 週 文書 成 フトの 用

3 
し み を 用した文書を 成すること

ができる。 

4 週 文書 成 フトの 用

4 
長文レ ートの 成に して、見出しの 定

次の 成 を ことができる。 

5 週 文書 成 フトの 用

5 
長文レ ートの 成に して、 ッ フッ

の 成、 考文 ストの 成を ことがで

きる。 

6 週 文書 成 フトの 用

6 
文書 成 フトの 能を活用して文 の 正

業を ことができる。 
文書 成 フトの 能を活用して 一的な

の けを ことができる。 

7 週 情報 理（情報の正しい

取 い） 
情報と知的 に して理解し、取り い

方法を理解することができる。 
ットにおけるコミュニケーション ーを

理解することができる。 

8 週 情報 理（情報に する

法 ） 
情報 で 活する で 意す き を理

解することができる。 
情報 ュ テ にか して を理解す

ることができる。 

9 週 フトの 用

1 
を 用して を するシートを 成

することができる。 

10 週 フトの 用

2 
き書 ー 定 の な 、シ

ート に な を 成することができる。 

11 週 フトの 用

3 
の ッ に る ー を することが

できる。 

12 週 フトの 用

4 
フトを用いた ー ース 能の

法を理解し、シートを 成 活用することが

できる。 

13 週 フトの 用

5 
ットテー と ットグラフを 成す

ることができる。 

14 週 フトの 用

6 
と のよ な のかを理解し、

を 成することができる。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 70    10  80 

専門的能力        

分野横断的能力 10    10  20 
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教科名 システ  

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z015 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻（ 情報システ

学専攻 学 を

く） 

対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 成  

担当者 田  

 
到達目標 

１．自 の， ， 構， 力， ュ ー ， を理解し，説明できる． 
２．自 に する力学， 学， 学を理解し， の を いてその

について できる． 
３．自 を用いた システ に する 理 全 理について理解し，説

明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 自 の， ，

構， 力， ュ

ー ， を理解し，

正しい語 を用いて

に説明できる．  

自 の， ，

構， 力，

ュ ー ， を理

解し，説明できる． 
 

自 の， ，

構， 力， ュ

ー ， を理解して

いない．説明 できな

い． 

評価項目２ 自 に する力

学， 学，

学を理解し，

の が に け

てその について

を用いて める

ことができる．  

自 に する力

学， 学，

学を理解し，

の が けて

その について

めることができる． 
 

自 に する力

学， 学，

学を理解していない．

の が

け ，その につい

て めること 
ができない． 

評価項目３ 自 を用いた

システ に

自 を用いた

システ に

自 を用いた

システ に
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する 理 全

理について理解し，

正しい語 を用いて

に説明できる． 

する 理

全 理について理解

し，説明できる． 
 

する 理 全

理について理解し

ていない．説明できな

い． 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

 
教育方法等 

概要 業 ーを ら 予め 定 た によ て自 的

に 活 を ．この としての から構成 たシステ

であり，またこの 自 システ の構成 とな ている．

システ 業 について，構成 から 自 の ，その

が として組み ま る自 （ ）について学ぶ の

である．本 で ，１） の 類と き，２） 構の 類と き，３）

構を かす ー， ュ ー ， のしくみ， ） の力

学， ） の 学，６） の 学， ） の 合と の

組み， ） システ ， ） 理，10） 全 理について

学ぶ．また，こ らの に する 用力を に ける． 

 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 の前 を い， 習を ． 習 また グ

ー 単位で ． 習 題 前 の 内容について自ら考 て 習して

ら ので の 用 ある． 

注意点 本 5 次までの 学 物理の知識を することが ましい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 の 類と き ，構 ， の に 
について理解し，説明できる． 

2 週 構の 類と き（１） 直 のしくみと 直 の

のしくみについて理解し，説明できる． 

3 週 構の 類と き（１） な の のしくみについて

理解し，説明できる． 

4 週 構を かす

ー， ュ ー ，

のしくみ 

力 ュ ー の 類と ，シーケ

ンス について理解し，説明できる． 
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5 週 の力学 合い， ， について理解し， でき

る 

6 週 の 学（１） の を くことがでる．  

7 週 の 学（２） ト ッ スを て，その に

ついて 学的に できる． 

8 週 前期中   
9 週 の 学（１） の を くことができる． 

10 週 の 学（２） ト ッ スを て，その に

ついて 学的に できる． 

11 週 の 合と の

組み 
組 を する の直 ， 合 

のしくみついて理解し，説明できる． 
 

12 週 システ  の直 ， 合によ て る の

について理解し，説明できる． 

13 週 理 システ が 合した システ

において ， から不 ．

を て の い出しまでの 的な

について理解し，説明できる． 

14 週 全 理 システ が す 的 と

としての について理解し，説明でき

る． 

15 週 期   
16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 ト ニ ス 論 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z016 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻

（ 学 ， 情報

学 ） 

対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 書なし， 等 

http://orchid.me.ariake-nct.ac.jp/~haramaki/ 

担当者  真  

 

到達目標 

１． ットの 学である， 学， 学， 速 速 ， コ ，力

ト が理解できる． 

２． ットの に必 な ットの な ニ ， ン ー， ュ ー の

が理解できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ットの 学であ

る， 学， 学，

速 速 ，

コ ，力 ト に

ついて適切な語 ，

を用いて説明できる． 

ットの 学であ

る， 学， 学，

速 速 ，

コ ，力 ト に

ついて理解できる． 

ットの 学であ

る， 学， 学，

速 速 ，

コ ，力 ト に

ついて理解できない． 

評価項目２ ットの に

必 な ットの な

ニ ， ン ー，

ュ ー の

について適切な語

， を用いて説明で

きる．  

ットの に

必 な ットの な

ニ ， ン ー，

ュ ー の

について理解でき

る． 

ットの に

必 な ットの な

ニ ， ン ー，

ュ ー の

について理解でき

ない． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

 

教育方法等 

概要 コン ュー に る レ ト ニ スの によ て，こ

まで のみに ていた のが ， ますます

能 ， ンテ ント ，システ ている． て， の

， において 来の 学の だけで 解 でき ，

学， 学，情報 学を 合した，つまり ト ニ スの から

の を なけ ， 適な を り出すこと できない．

に ット 学 学， 学，コン ュー 学，情報

学な 学 を て い分 の の 味の とな て に

ており，また 業 で な分 適用 ている．そこで本

で ト ニ ス の 的なシステ である ット， く 業

で用いら ている多 ットを に， に ットの 学 題を

学び， に した ト ニ ス を学ぶ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

学による授業．また， 内容をよく理解するために， 的に授業

に授業内容に するレ ートを課す．なお，レ ート課題，授業

，出 ，レ ート成 ， 事 等 URL（ID，Psw 授業で

）にあるので，予習， 習等の学習に てる． 

http://orchid.me.ariake-nct.ac.jp/~haramaki/ 

注意点 本 の 学で学 できた ト ， を理解しておくこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ト ニ ス

説 

ンス， ト ニ スについて語 ， ，定

， ， ， 用 が理解できる． 

2 週 ット 説 ットの ，文 ， ，定 ， 本構成 ，

， 学について理解ができる． 

3 週 自  自 ， ，物 の自 ， 長 ，各次 での

ン の自 ， ットの自 ， の の自

について理解ができる． 

4 週  ットの ，各 の と が理解で

きる． 

5 週 次 ，

学 

次 の 理， の 合，多 ッ

トの各 次 が理解できる． 
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6 週  ットの ， ラー ， ー ッ

ー について理解できる． 

7 週 コ  速 と 速 の ， ト と 力の

， 事の 理， コ が理解できる． 

8 週 学 学の 類，解 法， コ を用いた

学が理解ができる． 

9 週 による

学 

コ を用いた 学 題について Excel を用

いた 解法が理解できる． 

10 週 力学 １ ットの 力学 ， ー ント，

， 速 との各パラ ー の が理解できる． 

11 週 ー の 学

 

ー 各 の 学 ， ッ ， ，

が理解できる． 

12 週 ー  ー を用いた各 ー が理解できる． 

13 週 ー による力

 

ー の 的， 的 定 ， フ ー ッ

について理解ができる 

14 週 ー ー ン

コー  

ー ー ンコー の 理，出力 ，位

，分解能，速 出が理解できる． 

15 週 前期   

16 週 テスト返却と解

説 

 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 10    5  15 

専門的能力 50    20  70 

分野横断的能力 10    5  15 
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教科名 学 論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z017 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 用物 学専攻， 学

専攻 
対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に 用する として ントを適 する． 

担当者  文 

 
到達目標 

１． 学の を説明できる． 
２． ー を用いて できる． 
３．組合せ を できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 本的な定

理を理解し， 用 題

を解くことができる． 

学の 本的な

定理を理解し， 量を

できる． 

学の 本的な

定理を用いて， 量を

できない． 

評価項目２ ー の 本法

を理解し，適切に論理

を 単 できる． 

ー の 本法

を理解し，単 な論

理 を 単 でき

る． 

単 な論理 を

単 できない． 

評価項目３ な組合せ を

できる． 
単 な組合せ を

できる． 
単 な組合せ を

できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

 
教育方法等 

概要 用物 学専攻， 学専攻にあ て ，そ の分 についてよ

り の専 知識を につけるだけでなく， 学な の の分
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の知識を く学ぶことが めら ている．授業で ， 学の

分 における 本的な事 について解説する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
に 学中心の を い，適 ，理解 を確 するための 習を ． 

注意点 により する．ただし，レ ートおよび テストを た 合に

その成 および取り組みに して 味する． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 真 中の  ， ， 位， 力 な の を理解

し， ー ンの法 スの定理な を用い

て 本的な 量の ができる． 

2 週 と  中の における 位および

容量 コン ン ， の ーを理解

し， できる． 

3 週  および分 と分 について理解で

きる． 

4 週 と  ， 力， について理解し， 本的な

量， の ができる． 

5 週 と  に する 本的な 量， と の

を理解し， できる． ーレン 力， 力

について理解し， できる． ン ー の法

， ー の法 な を理解し， 本的

な 量の ができる． 

6 週  ， について理解し， ができ

る． 

7 週  フ ラ ーの の法 ，フレミングの法

を理解し， 本的な 量の ができる．自

， について理解できる． 

8 週  と を理解できる． ー の法 を

用いて， の ができる． におけ

る合成 の ができる． 

9 週 合論 題論理 合論および 題理論を理解し，そ ン

および真理 を て 明できる． 

10 週 ー  ー の 本法 を理解し， ー を

た 単 明ができる． 
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11 週 本論理 と論理

 
本論理 を理解し，論理 を て 単

な組合せ を できる． 

12 週 と真理  と真理 の を理解し，そ

に できる． 

13 週 ー を用いた

単  
ー を理解し，論理 を 単 でき

る． 

14 週 組合せ （ ） ，全 を理解し， できる． 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 情報システ  

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z018 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位,15/45） 

開設学科 全専攻（ 情報システ

学専攻 情報 学 を

く） 

対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント 

担当者   

 
到達目標 

１．コン ュー 用 を考 した テラシーを に けること 
２．コン ュー 用 の となる 知識を理解すること 
３． のシステ 構成 の について理解すること 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ コン ュー 用

を考 した テラ

シーを に けて

分に活用出ること 

コン ュー 用

を考 した テラ

シー に けてるこ

と 

コン ュー 用

を考 した テラ

シー に けてるこ

とができない 

評価項目２ コン ュー 用

の となる

な 知識を理解す

ること 

コン ュー 用

の となる

知識を理解すること 

コン ュー 用

の となる

知識を理解すること

ができない 

評価項目３ のシステ 構

成 の につ

いて に理解する

こと 

のシステ 構

成 の につ

いて理解すること 

のシステ 構

成 の につ

いて理解することが

できない 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 
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○B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要 コン ュー に するより用 知識を得るとと に、より い テラ

シーを に ける。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ントを して で授業を 。 の成 を

70%、レ ートの を 30%とする。 

注意点 レ ート LaTeX によ て 成します。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 LaTeX についての解説 LaTeX とい システ を理解すること 

2 週 LaTeX による文書 成

１ 
LaTeX で文 が書けるよ になること 

3 週 LaTeX による文書 成

２ 
LaTeX で文 が書けるよ になること 

4 週 LaTeX による文書 成

３ 
LaTeX で文 が書けるよ になること 

5 週 コン ュー の  コン ュー と の を理解するこ

と 

6 週  コン ュー 内 での の取り いを理解

すること 

7 週 文 コー  文 コー の考 方を理解すること 

8 週 本論理 ート 本論理 ートと組み合 せ を理解する

こと 

9 週 コン ュー ー テ

１ 
コン ュー の CPU に する理解を める

こと 

10 週 コン ュー ー テ

１ 
語と ン 語に する理解を め

ること 

11 週 コン ュー ー テ

２ 
コン ュー の に する知識と理解

を めること 

12 週 フト と レ

ーテ ングシステ １ 
レーテ ングシステ の 知識を に

けて理解すること 

13 週 フト と レ

ーテ ングシステ ２ 
レーテ ングシステ の 能について理

解すること 
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14 週 フト と レ

ーテ ングシステ ３ 
グラミング 語に する理解を めるこ

と 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 論 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z019 科目区分  

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 １ 

教科書／教材 必 に ， ． 

担当者  

 

到達目標 

１． 業および ラン について説明できる． 

２．知 と について説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベ

ルの目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

業および ラン

について 分説明で

きる． 

業および ラン

について説

明できる． 

業および ラン

について説明で

きない． 

評価項目２ 

 

知 と について

分説明できる． 

知 と につい

て説明できる． 

知 と について

説明できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 

 

教育方法等 

概要 本 ， 的 と国 を た ， 専 知識と多

学 を た ， 力と を た を 成すると

い 学習 を， との りの中での を して， 成

するために た のである． 

本 で ， 自 業で活 できるよ な の課題解 を

、 国 で自考 自 できる を 的に てることを

としている． に， 業， ラン ，知 についての知識
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を につける． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

長期 中に 中 で い，定期的に課題を る．  

注意点 する を い，予習しておくこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

年 

1 週 業および ラン

について 1 

業および ラン について説明できる。 

2 週 業および ラン

について 2 

業および ラン について説明できる。 

3 週 業および ラン

について 3 

業および ラン について説明できる。 

4 週 業および ラン

について 4 

業および ラン について説明できる。 

5 週 業および ラン

について 5 

業および ラン について説明できる。 

6 週 業および ラン

について 6 

業および ラン について説明できる。 

7 週 業および ラン

について 7 

業および ラン について説明できる。 

8 週 業および ラン

について 8 

業および ラン について説明できる。 

9 週 業および ラン

について 9 

業および ラン について説明できる。 

10 週 知 および につい

て 1 

知 および について説明できる。 

11 週 知 および につい

て 2 

知 および について説明できる。 

12 週 知 および につい

て 3 

知 および について説明できる。 

13 週 知 および につい

て 4 

知 および について説明できる。 

14 週 知 および につい

て 5 

知 および について説明できる。 
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15 週 知 および につい

て 6 

知 および について説明できる。 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     80  80 

分野横断的能力     20  20 
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教科名 生産情報システム特別研究Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S001 科目区分 必修 

授業形式 実験・演習 単位数 6（学修単位、45/45） 

開設学科 生産情報システム工学専攻 対象学年 6 

開設期 通年 週時限数 前期 3・後期 3 

教科書／教材 各担当教員から指示する 

担当者 各担当教員 

 

到達目標 

１．（研究への取組）研究の内容を理解し計画を立てて行うことができる。 

２．（成果発表）発表資料をわかりやすく作成し、説明・質疑応答を適切に行うことができ

る。 

※下記ルーブリックは簡易版であり、別途示す評価基準により適正に評価を行う。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 研究の社会的意義を

理解し、研究記録を漏

れなく記載する倫理

観を持ち組むことが

できる。 

研究内容を理解で

き、計画を立てて取

り組むことができ

る。 

研究内容が理解でき

ず、計画を立てるこ

とができない。 

評価項目２ 発表要旨を一般的な

形式を守って作成し

ており、論理展開が明

瞭で、わかりやすい内

容で説明できる。ま

た、質問者の意図を的

確にとらえることが

でき、応答が明確であ

る。 

発表要旨を一般的な

形式を守って作成し

ており、研究目的と

説明の関連が明確

で、質問者の意図を

的確にとらえること

ができる。 

発表要旨を一般的な

形式を守って作成し

ておらず、研究目的

と説明の関連が不

明。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f):日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること。 
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◎C-1(d-3)現状を進展させるための課題の探求・理解が自らできること。 

◎C-2(e)様々な問題に対処できるデザイン能力を習得すること。 

○B-2(d-1)(g)：工学の専門知識を深く理解できること。 

○B-3(d-2)：実験・実習等の内容を確実に実践できること。 

○C-2(h):様々な問題に対処できるデザイン能力を習得すること。 

 

教育方法等 

概要 日本は技術立国を目指して努力し、「世界の工場」「技術大国」として世

界に貢献してきた。しかし今日、日本の産業技術は大きな転換期にあると

いわれている。すなわち今までの大量生産技術が有効である時代は過ぎ

ようとしている。これからの技術者は「もの」を安価に大量生産すること

ではなくて、「新しい何かをいかに、廃棄の環境への配慮もしてつくるか」

という、これまでにも増して「課題発見解決型技術者」であることが求め

られている。新しい何かをつくるためには独創力を発揮できる能力を身

につける必要がある。 

   

授業の進め方と 

授業内容・方法 

特別研究Ⅰでは担当教員の示すテーマを基に研究をすすめる。高等専

門学校本科で得た学識や技術を基礎として、さらに広く深く専門知識を

得るとともにその総合化と深化を図り、より高度で実践的に考察する能

力を身につけることを目標とする。 

 また研究の過程における研究者間の討論や成果の発表に際して、自己

の主張を的確に相手に伝えることのできる能力を身につけることを目的

とする。 

 

注意点 独創的なアイデアは限られた時間や場所で浮かぶものではない。日常

生活の中でも常にヒントとなるものがないか探す習慣を身につける必要

がある。また研究実験は限られた時間で終わらず、長時間集中して連続的

に行うことが必要なことも多い。各自で効果のある特別研究計画を立て

てほしい。 

※研究への取組・成果発表を評価し、全ての項目において 60％以上を合

格とする。 

 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 1週 ガイダンス 各研究室の特別研究の内容を理解できる。 

61



2週 研究の計画 研究テーマに関する課題を理解できる。 

3週 研究の計画 研究テーマとおおよその研究計画が決定でき

る。 

4週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

5週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

6週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

7週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

8週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

9週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

10週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

11週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

12週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

13週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

14週 中間発表準備 口頭発表により研究の経過を論理的に伝える

ことができる。 

15週 中間発表準備 口頭発表により研究の経過を論理的に伝える

ことができる。 

後期 

1週 卒業研究中間発表会 口頭発表により研究の経過を論理的に伝える

ことができる 

2週 研究の再検討 中間発表での質疑応答をふまえ、研究内容の

再検討・修正ができる。 

3週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

4週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 
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5週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

6週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

7週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

8週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

9週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

10週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

11週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

12週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

13週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

14週 特別研究最終発表会の

準備 

口頭発表のための資料を作成できる。 

15週 特別研究最終発表会 口頭発表により研究の結果を論理的に伝える

ことができる。 

 

 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 情報システ 英語 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位, 30/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 ２ 

教科書／教材 授業中に するテ スト 

担当者 各  

 
到達目標 

１． 学一 ，自 学また 専 分 に する書 文 の内容を理解し，文 読解能力

を習得できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学一 ，自 学ま

た 専 分 に する

書 文 の内容を理

解し，正しい語 を

用して に説明でき

る． 

学一 ，自 学ま

た 専 分 に す

る書 文 の内容

を理解し，説明でき

る． 

学一 ，自 学ま

た 専 分 に す

る書 文 の内容

を理解していない．あ

るい 説明できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

 
教育方法等 

概要 学 自 学 国 的な学 であり，その 成 の 英語で書

か た論文によ て ることが である．したが て， 的な英

語の文書を正しく理解し，かつ 的に書く英語力を につけること

にと て必 な のとな ている． 

情報システ 英語で 各 によ て ら た を

い， 学，自 学分 で に用いら る 英語について 習
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で学習する．こ により，本 で学習した英語の 的な読解力および

文力を らに せ， 文 な の専 的な ュ ント読解 文

能力を修得することを とする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 学一 ，自 学また 専 分 に する書 文 についての文

読解能力を， 習内容およびレ ートで する． 

注意点 こ までに につけてきた英語知識を とに， 文 を理解する．ま

た，取り 内容について専 的な を むため， 学の 知識を必

とする． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 各 が する

を 用して， 習を

中心とした ミ の

授業を ．授業 各

の に て

．  

各専 分 の授業内容を理解できる． 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

16 週 レ ート返却と解説 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 情報システ 別  

 
科目基礎情報 

科目番号 6S003 科目区分 必修 

授業形式  単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 1.5 

教科書／教材 各 がそ  

担当者 各  

 
到達目標 

１． と 力し， 的に を することができる。 
２．専 で学 だ知識を理解し， 活用することができる。 
３． した内容および を報 書にまとめ，期 までに 出することができる。 

． の意 する課題を自ら理解し，論理的に報 書に することができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 的に と 力

し， 的に を

することができる。 

と 力し， 的

に を するこ

とができる。 

と 力し， 的

に を するこ

とができない。 

評価項目２ 専 で学 だ知識

を理解し， 的に

活用することがで

きる。 

専 で学 だ知

識を理解し， 活

用することができる。 

専 で学 だ知

識を理解し， 活

用することができな

い。 

評価項目３ した内容および

を論理的な日本語で

報 書にまとめ，期

までに 出することが

できる。 

した内容および

を報 書にまと

め，期 までに 出す

ることができる。 

した内容および

を報 書にまと

め，期 までに 出す

ることができない。 

評価項目  の意 する課題を

自ら理解し，論理的

考を た で報

書に することがで

きる。 

の意 する課題

を自ら理解し，論理的

に報 書に する

ことができる。 

の意 する課題

を自ら理解し，論理的

に報 書に する

ことができない。 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要  本 の ，そ の本 のより 用的な内容の を こと

で， 情報システ 学分 における の の と を

た の 成を ることにある。 
 このために，出 学 の本 で た を に せた， な内

容のテー について のである。したが て，理解を めるために ，

本 での 学的 知識と専攻 において 用的知識との 合が

であり，より 的な が必 となる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 本 で ，そ の出 学 とに 分けし， らに必 に て

かく 分けを 。また， テー そ の出 学 とに 定

する。 

注意点  授業 内に 、 の ント ッ するが、その 、

レ ート 成の と について 、全 と 、 外の学習とな

る。 

方法の 次の りとする。 

 した のレ ートの出来 合を について ッ

し，10 で する。 

M： 出 （ 出期 １週 内） 4 し， 出期 １

週 を て 出， 未 出の 合 その テー する．  

E：ただし，1 で 未 出のレ ートがあ た 合に ，30 未 とす

る。 

I： 出期 を て 出 たレ ートの 0 とする。 

こ らのテー のす ての を 合して 100 に する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 M： つの テー に

する 説明と 意 
E： １ 
 
 

M： つの テー の が理解できる。 
 
E：直 速 PI を の

方 で できる。また，SCILAB の

グラミングを理解できる。 
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I：情報理論の １ 
 

I：本 で学習した内容を理解して、そ を

とにした フト が できる。 

2 週 M： ト 用 １ 
 
 
 
 
 
E： ２ 
 
I：情報理論の 2 
 

M： な分 で ている

理 の 本 理の一つである フー

を，LabVIEW を用いて に グラ

し ， 理 の を 修 得       

する事で， の を解 することができ

る。 
E：直 速 PI を SCILAB で

グラ し， を できる。 
I：本 で学習した内容を理解して、そ を

とにした フト が できる。 

3 週 M： ト 用 ２ 
 
 
 
 
 
E： １ 
 
 
I：情報理論の 3 
 

M： な分 で ている

理 の 本 理の一つである フー

を，LabVIEW を用いて に グラ

し ， 理 の を 修 得       

する事で， の を解 することができ

る。 
E：直 速 PI を の

方 で できる。また，SCILAB の

グラミングを理解できる。 
I：本 で学習した内容を理解して、そ を

とにした フト が できる。 

4 週 M： シミュレー

１ 
 
M：X 力測定１ 
 
 
E： ２ 
 
I： ス の に

する 1 
 

M： シミュレーション フト MATLAB
SIMLINK による 的なコン ュー シ

ミュレーションができる。 
M：X による 力測定法の 理を理解でき、

な を用いて、2 -sin2
を 成し、 力を できる。 
E：直 速 PI を SCILAB で

グラ し， を できる。 
I：一 的な ス の 類，構 ，書き

み 理について理解するとと に，レー ー

を用いた 単な にて ス のトラッ

ッ を見 ることができる。 
5 週 M： シミュレー M： シミュレーション フト MATLAB
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２ 
 
M：X 力測定２ 
 
E： 測定

法１ 
I： ス の に

する 2 

SIMLINK による 的なコン ュー シ

ミュレーションができる。 
M： の 力を測定し、 と

力とを けて説明できる。 
E： の 的な測定方法につい

て理解できる。 
I： ー （SPM）の 理

と 用方法を理解し， ス の を

として得ることができる。 
6 週 M： シミュレー

１ 
 
M：X 力測定１ 
 
 
E： 測定

法２ 
 
I： ス の に

する 3 

M： シミュレーション フト MATLAB
SIMLINK による 的なコン ュー シ

ミュレーションができる。 
M：X による 力測定法の 理を理解でき、

な を用いて、2 -sin2
を 成し、 力を できる。 
E： ，直 ， ンパ ス

， ンパ ス を測定することができ

る。 
I：前 で得た ー を フト により

解 し，トラッ ッ ー 書き み 所

等を めた， ス の についてより

な情報を得ることができる。 
7 週 M： シミュレー

２ 
 
M：X 力測定２ 
 
E： ラ １ 
 
I：コン ュー ット

ー  

M： シミュレーション フト MATLAB
SIMLINK による 的なコン ュー シ

ミュレーションができる。 
M： の 力を測定し、 と

力とを けて説明できる。 
E： における物理 ， ラ の 成法，

法について理解できる。 
I：各 の ット ー コ ン を し、

ット ー の 等を できる。 
8 週 M： (速 分 と

力 の測定)１ 
 
 
 

M： に組み ま ている測定 の

容 を考 して を 定し、

内の速 分 と 力 を正確に 全

に測定し、理論 との をおこな ことがで

きる。 
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： １ 
E： ラ ２ 
 
 
I：コン ュー ット

ー  

：RP と かを理解し，説明できる。 
E： グ ー の およ

び ー を用いた ラ 測ができ

る。 
I： ケットを用いた ット ー グラ

を し、 グラ の内容を解 できる。 
9 週 M： (速 分 と

力 の測定)２ 
 
 
 

： ２ 
E：直 の およ

び 定  
I：コン ュー ット

ー  

M： に組み ま ている測定 の

容 を考 して を 定し、

内の速 分 と 力 を正確に 全

に測定し、理論 との をおこな ことがで

きる。 
：RP を用いて の 成ができる。 

E：直 の および 定 について

理解し，測定できる。 
I：コン ュー ット ー に する事 に

ついて し、レ ートとしてまとめること。 

10 週 M： (速 分 と

力 の測定)１ 
 
 
 

： １ 
E： IC による

ン  
I： 理 習 1 

M： に組み ま ている測定 の

容 を考 して を 定し、

内の速 分 と 力 を正確に 全

に測定し、理論 との をおこな ことがで

きる。 
：RP と かを理解し，説明できる。 

E： IC による ン につい

て理解し，測定できる。 
I： コン ュー で を ときの一 的

な ー 構 を理解できる． 
内の 意の位 の の を取得する方

法を理解できる． 

11 週 M： (速 分 と

力 の測定)２ 
 
 
 

： ２ 
E：LC フ の  
 

M： に組み ま ている測定 の

容 を考 して を 定し、

内の速 分 と 力 を正確に 全

に測定し、理論 との をおこな ことがで

きる。 
：RP を用いて の 成ができる。 

E：LC フ の について理解し，測定

できる。 
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I： 理 習 2 I： の明る によ て を にす

る方法を できる． 
内の の を理解し，

の 法を できる．． 

12 週 M： による

解 １ 
 
E： 整  
I： 理 習 3 

M： 法と のよ な解 法かを理解

し， 方 を のよ に するかを

説明できる。 
E： 整 について理解し，測定できる。 
I： ンフ フ を

できる． 

13 週 M： による

解 ２ 
E： 用 グラミング

１ 
 
I： グラフ ー法 習

１ 

M： 解 グラ を し，解 を

まとめ， できる。 
E：Processing による グラミングを理解

し， ン ラ テ な グラ を 成でき

る。 
I：レー を ときの一 的な 全 を

ながら、レー を 用できる． 
テ ストにしたが て、 で グラフ

ー法 を 方法と理論を理解できる． 

14 週 M： 学 １ 
 
 
E： 用 グラミング

２ 
 
I： グラフ ー法 習

2 

M： フ ンに する の 法

を理解し， に フト を 
用いた ができる。 
E：Web ラ等の との を理解

し，そ らを用いた グラミングを理解でき

る。 
I： グラフ ー法 を いフ に

して を い、 、定 な の 理が

できる． 
できた の を らすよ な を

い、 ができる． 

15 週 M： 学 ２ 
 
 
E： 用 グラミング

３ 
 

M： フ ンに する の 法

を理解し， に フト を 
用いた ができる。 
E：こ まで理解した内容を とに，そ らを

用した を考 ，Processing により で

きる。 
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I： グラフ ー法 習

3 
I： 成した グラ にレー を して、

を できる． 
を解 して考察できる． 

16 週   

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 別 習 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S004 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 １ 

教科書／教材  
担当者 本 ，  真 ，  正 ，  ，  ，   

 
到達目標 

１． 情報 学の知識を活用して適切に 習を できること（前

期）． 
２．各 学 合のグ ー に分か ， な課題に取り組み， 的に を できる

こと（ 期）． 

３．レ ート 物が適切に 成できること（前 期 ）． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 各専攻の知識を活用し

て適切に 習を

でき，かつ，考察

する で必 分

な 論を くこ

とができる． 

各専攻の知識を活用

して適切に

習を できる． 

各専攻の知識を活用

した 習を

できない． 

評価項目２ ら た 課題を

解 するための

， 測 グラ

を 学的に理解し，

的かつ適切に

することができる． 

ら た 課題

を解 するための

， 測

グラ を 的に

することができる． 

ら た 課題

を解 するための

， 測

グラ を 的に

できない． 

評価項目３ レ ート 物が一

的な で 成で

き， に する

的 を ま た

レ ート 物が一

的な で 成で

きる． 

レ ート 物が一

的な で 成で

きない． 
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考察ができる． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

○B-3(d-2)： 習等の内容を理解 考察できること． 

○C-2(e)(h)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 学 ， 学 ， 情報 学 の各分 で に学習した 本

的事 を 的に びつけ に 用できる 能力を ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
学 ， 学 ， 情報 学 の各分 の 的テー につい

て， に した 習を ． 

 

(前期) 各 で用意したテー について 習を ． 

[ 学 ] 

コンを用いて コン の 本 を 題と 習により 学習

する． 

[ 学 ] 

に する 習を ．また， ー の解 法

法， 測 について および 習を ．  

[ 情報 学 ] 

の 本的 について， 習 を用いて 習を ． 

 

（ 期） 情報システ 専攻 合 で 習を ． 

期で 各専 分 で学習した 本的かつ 的事 である 学を

用いて，各専 分 を 的に びつけた 習課題に する． ， 

用する システ の各 の 的事 を 習を して学び，こ を

ースとして 的， 用的な各 課題について を

を用いて 習を ．適 ，各 課題に してレ ートを課す． 

 

（前期 期） について 

レ ート（あるい 物）により する． ら た課題の 理

解の 成 および 題に できる ン能力をレ ートで し，レ

ートによる ， 物等の内容説明の で分かり い ，考察等

の する． 
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注意点 (前期) 

[ 学 ] 

の知識を していること．また， ト

ス の知識があると理解し すい． 
[ 学 ] 

の 知識を していること． 
[ 情報 学 ] 

および 測の 知識を していること． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 [ 学 ] 

コンの  

 

 

[ 学 ] 

の (1) 

[ 情報 学 ] 

測の (1) 
 

[ 学 ] 

コンの構成 とその きが理解できる

こと．また， コンの の 組みが理解で

きること． 

[ 学 ] 

用的な ができること． 

[ 情報 学 ] 

での 測の

を理解できること． 

2 週 [ 学 ] 

ト ス 習(1) 

 

[ 学 ] 

の (2) 

[ 情報 学 ] 

測の (2) 

[ 学 ] 

と の が理解できるこ

と． 

[ 学 ] 

用的な ができること． 

[ 情報 学 ] 

各 の 測 の を理解し適切に 測で

きること． 

3 週 [ 学 ] 

ト ス 習(2) 

 

[ 学 ] 

学の (1) 

[ 情報 学 ] 

スの (1) 

[ 学 ] 

レッ ー を用いて， 単な を 成で

きること． 

[ 学 ] 

学の 題が解けること． 

[ 情報 学 ] 

の 本的 を 測により理解でき

ること． 
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4 週 [ 学 ] 

グラ の (1) 

 [ 学 ] 

学の (2) 

[ 情報 学 ] 

スの (2) 

[ 学 ] 

グラ の が理解できること． 

[ 学 ] 

学の 題が解けること． 

[ 情報 学 ] 

能 の 本的 を 測により理解でき

ること． 

5 週 [ 学 ] 

グラ の (2) 

 

[ 学 ] 

本  

[ 情報 学 ] 

の (1) 

[ 学 ] 

に必 な ー の 用方法， 意 が理解

できること． 

[ 学 ] 

本的な の ができること． 

[ 情報 学 ] 

DC-DCコン ー な の を理解できる

こと． 

6 週 [ 学 ] 

グ ラ ミ ン グ 習 

(1) 

[ 学 ] 

 

[ 情報 学 ] 

の (2) 

[ 学 ] 

A/D，D/A の 能が理解できること．また，A/D，

D/Aを た グラ が理解できること． 

[ 学 ] 

の の ができること． 

[ 情報 学 ] 

フ の 類と 長を理解できること． 

7 週 [ 学 ] 

グ ラ ミ ン グ 習 

(2) 

[ 学 ] 

ン (1) 

[ 情報 学 ] 

の (3) 

[ 学 ] 

用 ー ー の グラ が理解

できること． 

[ 学 ] 

ン に する 題が解けること． 

[ 情報 学 ] 

フ を構成し 測により理解できる

こと． 

8 週 [ 学 ] 

本  

 

 

[ 学 ] 

ン (2) 

[ 学 ] 

ン と ュ ー と コンを 用し

た について， 能な の 本 を

定できること． 

 [ 学 ] 

ン に する 題が解けること． 
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[ 情報 学 ] 

解 と の い 
[ 情報 学 ] 

の め方を理解し解 と の い

を理解できること． 

9 週 [ 学 ] 

 

[ 学 ] 

 

[ 情報 学 ] 

(1) 

[ 学 ] 

の構成 な構 を 定できる． 

[ 学 ] 

に する 題が解けること． 

[ 情報 学 ] 

自ら考 た課題を に を 定できる

こと．（ ： 1 本で LED を せる

） 

10 週 [ 学 ] 

課題 (1) 

[ 学 ] 

ー の解 法(1) 

[ 情報 学 ] 

(2) 

[ 学 ] 

を に を 成できる． 

[ 学 ] 

ー の解 法について理解できること． 

[ 情報 学 ] 

定 ができること 

11 週 [ 学 ] 

課題 (2) 

[ 学 ] 

ー の解 法(2) 

 

[ 情報 学 ] 

(3) 
 

[ 学 ] 

書に き を 的に できる． 

[ 学 ] 

ー の解 法について理解し， ら

た ー を とに 理ができること． 

[ 情報 学 ] 

を たす定 の り みができること． 

 

12 週 [ 学 ] 

課題 (3) 

 

[ 学 ] 

法(1) 

 

 

[ 情報 学 ] 

(4) 
 

[ 学 ] 

書に き を 的に できる．ま

た，不 合に適切に できる． 

[ 学 ] 

フ ッシ ーの 3 および一次

における ー 構 について理解でき

ること． 

[ 情報 学 ] 

した を適切な方法で 測し ー 整

理ができること． 

13 週 [ 学 ] [ 学 ] 
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課題 (4) 

 

[ 学 ] 

法(2) 

 

[ 情報 学 ] 

(5) 
 

書に き を 的に できる．ま

た，不 合に適切に できる． 

[ 学 ] 

的 定について理解し， ら た ー

の 定ができること． 

[ 情報 学 ] 

した の な を適切に にまと

めることができること． 

14 週 [ 学 ] 

確  

 

[ 学 ] 

法(3) 

 

[ 情報 学 ] 

レ ンテーション 

[ 学 ] 

自ら 定した 本 を しているか

か， 確 を い できる．  

[ 学 ] 

について理解し， ら た ー

の解 ができること． 

[ 情報 学 ] 

自ら した を適切に説明できること． 

15 週 [ 学 ] 

課題  

 

[ 学 ] 

測と ー 理 

 

[ 情報 学 ] 

習とまとめ 
 

[ 学 ] 

自ら した の構 について

適切に説明できること． 

[ 学 ] 

PC を用いた 測 法と ー 理について理

解できること． 

[ 情報 学 ] 

レ ンテーション の を めて適

切に の成 をまとめることができること． 

期 

1 週 用いる システ の

 

ンス，授業 ， 習で用いるシステ

の構成が理解できる． 

2 週 Arduino，MATLAB につい

て 

Arduino， ArduinoIDE， MATLAB， Simulink，

ArduinoIOの が理解できる． 

3 週 力，

グ 出力について 

ArduinoIOと MATLAB Script Simulink を用い

た グ 出力 が理解で

きる． 

4 週 DC ー の速 1 を し，その が理解できる．  

5 週 DC ー の速 2 P による び が理解で

きる． 

6 週 DC ー の速 3 PI による ， が理解で
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きる． 

7 週 DC ー の速 4 感 法による PI ンの 出 びそ

の ， が理解できる． 

8 週 DC ー の速 5 システ 定により パラ ー を 定

し，その 定 が理解できる． 

9 週 DC ー の速 6 法による PI ンの び

と が理解できる． 

10 週 DC ー の速 7 による PI ンの び

と が理解できる． 

11 週 Ball&Beamの 1 Ball&Beam の が理解できる． 

12 週 Ball&Beamの 2 Ball&Beam の が理解できる． 

13 週 Ball&Beamの 3 ン ーの 出力 を測定し， の

パラ ー 出が理解できる． 

14 週 Ball&Beamの 4 PI ンの び と が

理解できる． 

15 週 Ball&Beamの 5 PI ンの び と が

理解できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 別 習Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S005 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２ 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材 習 にて る  

担当者  明 ， 本 ，   

 

到達目標 

１． 習 において， から ら た課題に し，その本 を理解できること． 

２． 習 において， から ら た課題に し，自ら取り組み， 習 に

おいて する の課題を解 し，適切に することができること． 

３． 習の成 を およびレ ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

明確に理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できない． 

評価項目２ 習 において，

から ら た

課題に し， 的に取

り組むことができ， 習

において する

の課題を解 す

るための適切な が

できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，取り組むこ

とができ， 習 にお

いて する の

課題を解 するための

ができること． 

習 において，

から ら た

課題に し，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ 習の成 を

およびレ ートで

に説明できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること. 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻 を修 する学 ， 来的に ，多くの 業において とし

て く 能 が い．学外で 習を することで， 業における

の 内容を に見 し，また一 を することによ て，学

の 学で 得ることが しい になるために必 な情報を得るこ

とができる．また， の 業 と することにより， 業 ， と

しての心構 を につけること できる．つまり， 業 と一 に 日 ，

活を にすることにより， 事の分 ，各 の ， ら な

らない ，そして の 業で ている な 多 な情報が

得ら る．ま に 一見に か である．また，その情報から み

て， ，学 で学習しておく きことが明確に できると る．自

分の 来の あるい のよ な 分 に としているのかを

見 めるために ，そ に しい 習 を する必 がある． 業

の け な 事情を ているので， めにコン トを

取り， 習 を 定する必 がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

にて 習を ．期 10日 である． 

日の 習に ，し かり をして むこと． 

注意点 本 4 次で ， 的な学習 に力 が か ているため， 分な

学外 習の を取ることができなか たが，専攻 で 用力を につ

けるために ，本 を必修として位 けている．本 で学 だことお

よび専攻 で学習していることを， の で 的に学習することに

意 がある．また，専攻 修 ， で する 合の の内容を

知ることによ て，専攻 で学ぶ学 の必 ， を 識して ら

ための けとして 意味があり，学 で 学びことが しい の

事の な内容，そ に する 業の取り組み方，組 の な を考

察 せることに意味がある． 

 

方法 習報 書および報 での により， の につい

て 合的に する．ただし，必 に て け からの 味

する． 

習で ら た課題に して，その本 が たか． 

習で ら た課題に して，自ら取り組 だことが ていた

か． 

適切に 成 ていたか． 
習内容等を説明することができたか． 
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に する 適切であ たか． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期

期 

1 週 
での 習 習 において， 全 ， ンスの

内容等が理解できること． 

2 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

13 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

14 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

15 週  習成 について， を い で説

明でき， に して できること． 
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ー 学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S006 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 定なし 

担当者 田 正  

 

到達目標 

１．各 ー に する 知識を理解し，説明できる． 

２． ー に する 題について， し， できる． 

３． し， した内容について，レ ートにまとめ， 出できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 各 ー に

する 知識を

に理解し， に

説明できる． 

各 ー に

する 知識を理

解し，その を説明

できる． 

各 ー に

する 知識を理

解でき ，説明できな

い． 

評価項目２ ー に

する 題について，自

らの で し，

な で

できる． 

ー に

する 題について，

し， できる． 

ー に

する 題について，

でき ， できな

い． 

評価項目３ し， した内容

について，的確にレ

ートにまとめ， 出で

きる． 

し， した内容

について，レ ートに

まとめ， 出できる． 

し， した内容

について，レ ートに

まとめることができ

， 出できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 類が きあ てきた ， 学 の に とこ が であ

り，こ かな ー が にあ たからである． ー

，学 ， 事をする能力と定 ， ー， 学 ー，
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ー，力学 ー， ーおよび ーな

の をとる．こ らの ーの あるい の を

ー といい， 類 な 面で い すい ー を得

るため，この ー を せてきた．しかし，

ー 題が ー ッ ， ーの 用

ーの必 が るよ になり， に ー の しい が国

において ， ー の とと に な ー の

が必 不 欠の課題とな ている．また， ー に

で けて ない な 題であり， 的

に て， 的に 用な で 用できる ー量を す 力を

しなけ ならない． 

本 で ， ー 学の全 に た て， 知識を に け，

らに，自ら課題を 定して し，そ に する な を

出できる能力を ことを としている．このよ な を て，

ー 学に する を め， を に た ー

を できる 

知識の修得を とする．  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 を中心とし， の授業 とに授業内容のまとめをレ ートとして

出して ら ． 

注意点 力学の知識を することが ましい． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 
ー 学

の  

ー 学を学習する意 とその学

習内容を理解できる． 

2 週  分 の ができ， ができる 

3 週 
力 ー( 分

) 

分 の ができ， ができる 

4 週 ー 分 の ができ， ができる 

5 週 ー 分 の ができ， ができる 

6 週 力 ー 分 の ができ， ができる 

7 週 力 ー 分 の ができ， ができる 

8 週 力 ー 分 の ができ， ができる 

9 週 ー 分 の ができ， ができる 

10 週 
力 ー（

合） 

分 の ができ， ができる 
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11 週 題 分 の ができ， ができる 

12 週 直 1（ ） 分 の ができ， ができる 

13 週 直 2（ ） 分 の ができ， ができる 

14 週 
直 3（

） 

分 の ができ， ができる 

15 週 直 4（ ） 分 の ができ， ができる 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  80   20  100 

基礎的能力        

専門的能力  80   20  100 

分野横断的能力        
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教科名 用 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S007 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位, 15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 なし 

担当者  明 

 
到達目標 

１．単 に する 本的事 ， に する 本的事 ， の と 速 を

理解し，説明できる． 
２． の ， の推 法， 力 の推 法を理解し，説明で

きる． 
３．単 ， ， の と 速 ， の ， の推

法， 力 の推 法に する事 を できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 単 に する 本的

事 ， に

する 本的事 ，

の と 速 を理

解し，正しい語 を

用して に説明でき

る． 

単 に する 本

的事 ， に

する 本的事 ，

の と 速

を理解し，説明でき

る． 

単 に する 本

的事 ， に

する 本的事 ，

の と 速

を理解していない．あ

るい 説明できない． 

評価項目２ の

， の推 法，

力 の推 法

を理解し，正しい語

を 用して に説明

できる． 

の

， の推

法， 力 の推

法を理解し，説明で

きる． 

の

， の推

法， 力 の推

法を理解していな

い．あるい 説明でき

ない． 

評価項目３ 単 ， の と

速 ， ，

単 ， の と

速 ， ，

単 ， の と

速 ， ，
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力 等に す

る のよ な 用 で

正しく できる． 

力 等に

する事 を でき

る． 

力 等に

する事 を でき

ない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本 で学 だ 力学および 学 に多く 用 ている．本

で 的な 用 の一つとして， に多く用いら ている に

ついて知 ておくこと 意 である．また，本 で学 だ 力学および

学 あるい が単 で る単 に する のである．

ラーな の 学 等の から

ス等の 却 までの い分 において と の が

して る と る がみら る．こ らの の

および 方法において の を知ること

本的に である． 

 本 で ， に すよ な を学ぶ で となる単

に する事 を学びことができる．また， に する事 を学

び， に する取り いを理解するとと に単 の取り いと

の いを理解することができる． 

1) 単 に する 本的事  

2) に する 本的事  

3) の と 速  

4) の  

5) の推 法 

6) 力 の推 法 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 を中心とし，1 の授業 とに前 の 習を てから次の内容の

学習に る．また，ある 学習した でレ ートを 出する． 

注意点 本 で学 だ 力学， 学， 力学および 学の知識があると理解

し すい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 
1 週 単 の 本的事  単 の 本的事 を理解できる 

2 週 単 の 本的事  単 の 本的事 を理解できる 
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3 週 単 の 本的事  単 の 本的事 を理解できる 

4 週  の 本事 を理解できる 

5 週 の  のよ な かを理解し，

その で が 題になるかを できる 

6 週 で用いら

る用語 

で用いら る用語(みかけ速 、

な )を理解できる 

7 週  の ， および を理解

できる 

8 週 期中   

9 週 の と 速  の と単一 の 速 のよ

になるかを理解し，その推 ができる 

10 週  の の に適用 る

として のよ な のがあり，その取

り いが のよ になるかを理解できる 

11 週 の 測方法 の 測方法として のよ な方法が

あるかを理解できる 

12 週 の推 方法 の推 方法として のよ な方法が

あるかを理解し，推 できる 

13 週 力 の推 方

法  

の 力 を推 する とし

て のよ な のがあるかを理解できる 

14 週 力 の推 方

法  

の 力 を推 できる 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S008 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 学（コ ） 

担当者 明   

 
到達目標 

１． にならない を理解し，説明できる 
２．切 とその 、各 を するための と に するための を

理解し，説明できる 
３． の を得るための 本 理、 直 構と構 、 構と構

について理解し，説明できる 
． の測定方法、修正 方法とその 、および の方法について

理解し，説明できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ にならない を
多方面から理解し，説
明できる 

にならない

を理解し，説明できる 
にならない

を理解できない 

評価項目２ 切 とその
、各 を す

るための と に
するための に

ついて切 理論を め
て理解し，説明できる 

切 とその
、各 を す

るための と
に するための

を理解し，説明でき
る 
 

切 とその
、各 を す

るための と
に するための

を理解できない 
 

評価項目３ の を得るた
めの 本 理、
直 構と構 、

構と構
について理解し，
の に 用
ていることを めて説
明できる 

の を得る
ための 本 理、

直 構と構
、 構と

構 について，理解
し，説明できる 

の を得る
ための 本 理、

直 構と構
、 構と

構 について，理解で
きない 
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評価項目  の測定
方法、修正 方法と
その 、および

の方法について理
解し， 的な を
めて説明できる 

の測
定方法、修正 方法
とその 、および

の方法を理解
し，説明できる 

の測
定方法、修正 方法
とその 、および

の方法を理解
できない 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 、 の において 、 のの き において
ー ー(1000000 分の１mm)の に てきている。 の

き、よりた すく できるよ になるであ 。 
そ 、 の を につくるに す よいか、 の くり の

で こに るのか、 らに の を明らにでき，その
の考 方を学習した 用力のある によ て、 に する

題が解 ていくことが期 できるからである。 
本 このよ な 題解 能力を につけることを 的とする。 
本 で学 できた な 法( )、 の 法(

)、 な測定法( 測 )の知識を 合し、 らに のあ
る き を学び、 に する  とい ことを 合的に考 ること
ができる 用力を につけることを 的とする。 

に するに の で 、 にならない に のよ
な のがあるか、 物の つ き 、 の つ き 、および

測修正 の を学ぶ。 
 の で 、切 とその 、各 を す

るための と に するための 、および について学
ぶ。 

の で 、 の を得るための 本 理、
直 構と構 、 構と構 について学ぶ。 

における 測 の で 、 の測定方法、修正
方法とその 、および の方法について学ぶ。 

 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
を中心とし， 内容の理解を めるために，ある 学習した に

習課題を課し， 出する 

注意点 本 で習得した の知識を理解しておくこと 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 論 の 的知識を得ること。

の 類について理解し、説明できる 

2 週 に するに  に するための を説明できる 

3 週 （１） 切 の 能 す について理解

できる 
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4 週 （２） の 本的 を に するために必

な の と、そ を するための

について理解できる 

5 週 （３） の 本的 を に するために必

な の と、そ を するための

について理解できる 

6 週 （ ） の の を理解できる 

7 週 （ ） の の を理解できる 

8 週 （１） を得るための 本 理を理解でき

る 

9 週 （２） を得るための 本 理を理解でき

る 

10 週 （３） 構と の構 を理解できる 

11 週 （ ） 本 の構 を理解できる 

12 週 測定法（１） 測定 における について理解できる 

13 週 測定法（２） 測定の方法を理解できる 

14 週 測定法（３） 修正 の を理解できる 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 90    10  100 

基礎的能力        

専門的能力 90    10  100 

分野横断的能力        
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教科名 システ

科目基礎情報 

科目番号 6S009 科目区分 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45 ） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 学： 専 PJ（ 出 ） 

担当者  

到達目標 

１． の物理 を理解できること．

２． に と く と、 に と く との いを、 な物理

を て ら ること．

３． の システ について な の知識を得ること．

評価（ルーブリック） 

理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ な の物

理 を 出でき

る．

の物理

を 出できる．

の物理

を 出できる．

評価項目２ に と く

と、 に

と く との

いを、 な物

理 を て

ら る．

に と く

と、

に と く

との いを、 な物

理 を て

ら る．

に と く

と、 に

と く と

の いを、 な物理

を て

ら ない．

評価項目３ の システ に

ついて な

の知識を く得てい

る，

の システ

について な

の知識を得てい

る，

の システ

について な

の知識を得てい

ない．

学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)： 学の 知識を専 に 用できるまで理解できること． 
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C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

 
教育方法等 

概要 の システ の知能 を ている について、その

を の 事 な から学習します． 

学習で 能な り、 的な システ を したり， しながら，

解説、そして したシステ の に する 習を い理解を

めます。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
と 習を いレ ートを する． 

注意点  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 におけ

る 方  
における の 方

を き出せる． 

2 週 におけ

る 方  
における の 方

を き出せる． 

3 週 ラント にお

ける 方  
， を取り ラント の

方 を き出せる． 

4 週 方 の解 について理解し 方 の解

を き出せる． 

5 週 からの 方

 
理論による から 方

を き出せる． 

6 週 方 からの

 
方 からの  方

から を き出せる． 

7 週 と 測  ， 測 について理解し 用でき

る． 

8 週 レ ュレー とト

ラッ ング  
レ ュレー とトラッ ング の 本

知識が理解できる． 

9 週 方 によるレ

ュレー １ 
フ ー ッ におけるレ ュレー

について 知識を理解できる． 

10 週 方 によるレ

ュレー 2 
フ ー ッ におけるレ ュレー

について 法を理解できる． 

11 週 方 によるトラ フ ー ッ におけるトラッ ン
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ッ ング  グ について理解できる． 

12 週 ー による出力

フ ー ッ  
ー による出力フ ー ッ に

ついて理解できる． 

13 週 事 1 ー に する の 事 を

学ぶ． 

14 週 事 ２ の ス に する の 事

を学ぶ． 

15 週 文  の 事 を各自の課題に て し

知識を得る． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 パ ー レ ト ニ ス 論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S010 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 書： パ ー レ ト ニ ス   書  
考書：パ ー レ ト ニ ス  中  書  

   学 学  パ ース ッ ング 学   学  

担当者   

 
到達目標 

１．AC-DC を説明できる。 
２．DC-DC を説明できる。 
３．DC-AC を説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ た AC-DC
の 本 理を

に説明できる。 

たAC-DC
の 本 理を説

明できる。 

たAC-DC
の 本 理を説

明できない。 

評価項目２ た DC-DC
の 本 理を

に説明できる。 

た DC-DC
の 本 理を

説明できる。 

た DC-DC
の 本 理を

説明できない。 

評価項目３ た DC-AC
の 本 理を

に説明できる。 

たDC-AC
の 本 理を説

明できる。 

たDC-AC
の 本 理を説

明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要  の 力用 ス ッ として ス が 明 た。その 、
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こ より らに し、より い すい各 のス ッ ング

ス、たと 、パ ートラン ス 、パ ーMOSFET、IGBT、GTO
ス な が た。一方において、そ らス ッ ング ス

を するために IC、LSI な の 、ならびにパ ー レ ト ニ

ス 全 を 用 するための コン ュー な の が

して、パ ー レ ト ニ ス があら る分 に 用 るよ に

な てきた。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 本授業で 、5 のパ ー レ ト ニ スで学習した内容を に、

力用 を用いた の解 法を学習する。このとき、 力

の 本である DC-AC、DC-DC、DC-AC に する内容を ミ

と により授業を 。 

注意点  力 の を理解すること等、 に した内容の理解

と習得の 合いを する で する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 パ ー レ ト ニ

スと 力用  
力用 と に する 業 用

の からパ ー レ ト ニ スの

を説明できる。 

2 週 AC-DC 1 AC-DC の 本を説明できる。 

3 週 AC-DC 2 単 整 の 理を説明できる。 

4 週 AC-DC 3 整 の 理を説明できる。 

5 週 AC-DC 4 PWM 整 の 理を説明できる。 

6 週 DC-DC 1 DC-DC の 本を説明できる。 

7 週 DC-DC 2 ョッパ の 理を説明できる。 

8 週 DC-DC 3 ョッパ の 理を説明できる。 

9 週 DC-DC 4 ョッパ の 理を説明できる。 

10 週 DC-AC 1 DC-AC の 本を説明できる。 

11 週 DC-AC 2 単 PWM ン ー の 理を説明

できる。 

12 週 DC-AC 3 PWM ン ー の 理を説明

できる。 

13 週 DC-AC 4 PWM ン ー の 用を説明できる。 

14 週 習 習 題を説明できる。 

15 週 期  
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16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 物 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S011 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 物 ら / 出  

担当者   

 
到達目標 

１． 内の の るまいを説明できる． 
２． ー ン に き の 本的 を説明できる． 
３． ー ン あるい の 的物理 に き 単な スの あ

るい の 的物理 を説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 内の の るま

いを量 力学 力

学を用いて的確に説明

できる． 

内の の る

まいを説明できる． 
内の の る

まいを説明できない． 

評価項目２ ー ン に

き の な

を説明できる． 

ー ン に

き の 本的

を説明でき

る． 

ー ン に

き の 本的

を説明でき

ない． 

評価項目３ ー ン ある

い の 的物理

に き な

スの ある

い の 的

物理 を かり す

く説明できる． 

ー ン あ

るい の 的

物理 に き

単な スの

あるい

の 的物理

を説明できる． 

ー ン あ

るい の 的

物理 に き

単な スの

あるい

の 的物理

を説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解 できること． 

 
教育方法等 

概要 物 論を学ぶ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で授業が る．ここで に ン を とした

の物理的 に する理論を学ぶ．そのための としての量 力学

力学の に する説明 る． 

注意点 物理学の 的知識が必 である． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 物 と  の にまつ る を て

的事 から 的事 を物理的に理解す

ることの意味を理解する． 

2 週 量 力学１ （ ）の を知り，シュレ ン

ー方 の意味を説明できる． 

3 週 量 力学２ 多 で パ の が物 において

とて であることを 識し， た が

を していくとい を説明できる． 

4 週 量 力学３ 期的 テンシ 中の の るまいを

する方法を理解し，分 ， 量，

と かを説明できる． 

5 週 力学１ 位 ，等 定， ント ー，

ン分 とい た 力学の 的 を説

明できる． 

6 週 力学２ フ ミ ラッ 分 の 出 を理解

し，フ ミ 位 確 （

の期 ）について説明できる． 

7 週 ー ン １ ー ン 構 の 来， ー

ッ が る理 について説明できる． 

8 週 ー ン ２ 内での の に する見 からフ

ミ面， について説明できる． 

9 週 ， ，  ン 構 を が している か

ら を ， ， に分類でき

ることを説明できる． 
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10 週 １ 真 の を のそ と し

ながら説明できる． 

11 週 ２ 不 物 におけるフ ミ 位の不 物

を理解し，そ に き

の を説明できる． 

12 週 ３ ー を 用して の ー

かを 定できる理 を説明できる． 

13 週  合 ー の 理を説明できる． 

14 週  ス ン， ， ， 用，

区とい た に する を説明

できる． 

15 週  ス ー ，BCS 理論， 2
における について 単な定 的説明

ができる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 システ 情報  

 
科目基礎情報 

科目番号 6S012 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 Nature of Code: Processingで める自 のシミュレーション   

ニ シフ ン / ーン  

担当者   

 
到達目標 

１． ト に く 単な グラ を組むことができる． 
２． ト に き多 の トが する 単な グラ を組むこと

ができる． 
３． ト に き多 の トが 用する 単な グラ を組む

ことができる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ト に

く み た グ

ラ を組むことができ

る． 

ト に

く 単な グ

ラ を組むことがで

きる． 

ト に

く 単な グ

ラ を組むことがで

きない． 

評価項目２ ト に

き多 の

トが する み

た グラ を組むこ

とができる． 

ト に

き多 の

トが する

単な グラ を組

むことができる． 

ト に

き多 の

トが する

単な グラ を組

むことができない． 

評価項目３ ト に

き多 の

トが 用する み

た グラ を組

むことができる． 

ト に

き多 の

トが 用す

る 単な グラ

を組むことができる． 

ト に

き多 の

トが 用す

る 単な グラ

を組むことができな

い． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解 できること． 

 
教育方法等 

概要 ト グラミングの を学ぶ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
解説と 習を ．ここで ，Java ースの の とつである 
Processing を用いて ュ かつ ン ラ テ な物理シミュレー

ション グラ を 成することを て ト グラミ

ングの を につける． 

注意点 構 グラミングの知識が必 ． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ト  ト グラミングと かを，

に構 グラミングとの いに し

ながら，説明できる． 

2 週 ラスと ト 1 ラスを定 できる． ラスに き

トが ンス ンシ ート ることを説明

できる． 

3 週 ラスと ト 2 ラスを定 し ラスに き ト

が ンス ンシ ート ることを する

単なコー を書ける． 

4 週 ラスと ト 3 と ッ の意味を理解する． 

5 週 ラスと ト 4 の と ッ を つ トを

用いるコー を書ける． 

6 週 Vector ラス 1 Vector ラスの内容を理解する． 

7 週 Vector ラス 2 Vector ラスを活用したコー を書ける． 

8 週 ニュートン力学 1 単な 分法を理解する． 

9 週 ニュートン力学 2 単な 分法を 用した力学シミュレー

ションコー を書ける． 

10 週 ト 1 トの を理解する． 

11 週 ト 2 トの を 用して多 のシミ

ュレーションコー をかける． 

12 週 力と 力 1 トに く力学的 用の 方法を
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理解する． 

13 週 力と 力 2 力学的 用を けている ト の

シミュレーションコー を書ける． 

14 週 ト

用 1 
ト で力学的 用を しあ

を する方法を理解する． 

15 週 ト

用 2 
用しあ の トの を

シミュレートするためのコー を書ける． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S013 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 と ー 構  書  

担当者  明 

 
到達目標 

１. の 量について説明できる 
２. のかかる 題を解く 法として、 の を説明できる 
３. 適 題の解法として分 定法、 的 法を説明できる 

. について、単 法、 法、 所 法を説明できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の 量

について を して

説明できる。 

の

量について説明でき

る。 

の

量について説明でき

ない。 

評価項目２ のかかる 題を解

く 法として、

を

用して グラ

を 成できる。 

のかかる 題を

解く 法として、

の を説明できる。 

のかかる 題を

解く 法として、

の を説明できな

い。 

評価項目３ 適 題の解法とし

て分 定法、 的

法を説明でき、 ッ

ッ 題に適用し

て解を めることがで

きる。 

適 題の解法と

して分 定法、 的

法を説明できる。 

適 題の解法と

して分 定法、 的

法を説明できな

い。 

評価項目  につ

いて、単 法、

法、 所 法を説

に

ついて、単 法、

法、 所 法を

に

ついて、単 法、

法、 所 法を
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明でき、 適 題の

ー ス ン 題

に適用して解を める

ことができる。 

説明できる。 説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本授業の 、 に する事 について理解を めること

である。この を 成するために、 的に次のことを 。 
レ ントでかつ 速な が知ら ていない 題に して、

の 量 NP 全 題な の 題の分類について学ぶ。

解を めるのが な 題に して 、 な で 解を得る

ための として、 法 所 法な の解法を理解す

る。 適 題である ー ス ン 題を にとり、

の適用について理解する。 
に、各 に する英文を読み で する。適

切な を 成し、理解 すい を して を 。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
を中心とし、適 、 内容に する課題を出題する。また、

で 題を解く グラ を 成 せる。授業 外に

習を およびレ ート 成 が必 となる。 らに、

に する英文を読むための 、 の 、 の 成

が必 となる。 

注意点 C 語の グラミングに する知識を することが ましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 の 本的

事  
の 量について理解できる。 

O 法を理解できる。 

2 週 （n
ーン 題） 

n ーン 題 のよ な のか理解できる。 
n ーン 題の解の り みについて理解で

きる。 

3 週 （n
ーン 題） 

n ーン 題を で解く

を理解できる。 

4 週 （8 パ 8 パ 題 のよ な のか理解できる。 
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題） 8 パ 題のよ な 題 で

解けないことを理解できる。 

5 週 （8 パ

題） 
8 パ 題を で解く

を理解できる。 

6 週 （8 パ

題） 
8 パ 題を で解く

を理解できる。 

7 週 ー の の  ー の と のよ な のか理解できる。 
単 な ー を に 、 ー の を グラ

で することができる。 

8 週 ー の の  単 な ー を に 、 ー の を グラ

で することができる。 

9 週 ラス P と NP ラス P ラス NP の意味を理解できる。 
NP 全 題、NP 題を理解できる。 

10 週 分 定法（ ッ

ッ 題） 
ッ ッ 題 のよ な のか理解でき

る。 
分 定法と のよ な 法であるかを理解

できる。 
分 定法を用いて ッ ッ 題を解くこ

とができる。 

11 週 的 法（ ッ

ッ 題） 
的 法と のよ な のか理解できる。 
的 法を用いて ッ ッ 題を解くこ

とができる。 

12 週 ー ス ン 題 ー ス ン 題 のよ な のか理解

できる。 
ー ス ン 題を単 法、 法、

所 法で解けることを理解できる。 

13 週 の レ ンテーシ

ョン 
に して英語で書か た本を読み、

かり すく説明できる。 

14 週 の レ ンテーシ

ョン 
に して英語で書か た本を読み、

かり すく説明できる。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 
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総合評価割合 60 15   25  100 

基礎的能力        

専門的能力 60 10   25  95 

分野横断的能力  5     5 
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教科名 用 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S014 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 情報 学の   / コ  

担当者 内   

 
到達目標 

１． の 的 を説明できる． 
２． の を説明できる． 
３． 学システ の 本 を説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の 的 を量

力学 学を用い

て的確に説明できる． 

の 的 を説

明できる． 
の 的 を説

明できない． 

評価項目２ 学に き

の の な を

説明できる． 

学に き

の の 本的

を説明できる． 

学に き

の の 本的

を説明できな

い． 

評価項目３ フー 分 学に

き 学システ の

本 を かり す

く説明できる． 

フー 分 学に

き 単な 学

システ の 本

を説明できる． 

フー 分 学に

き 単な 学

システ の 本

を説明できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 情報 学を学ぶ 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
で授業が る．ここで に 学を とした の の

物理的 に する理論を学ぶ．その 用として 学システ 情

報 理の の説明 る． 

注意点 物理学の 的知識が必 である． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 の分類と 法 の分類と 法を理解する． 

2 週  を理解する． 

3 週 と  と を理解する． 

4 週  を理解する． 

5 週 の  の を理解する． 

6 週 フラ ン ーフ  フラ ン ーフ を理解する． 

7 週 フレ  フレ を理解する． 

8 週 による  による を理解する． 

9 週 グラフ ー法 グラフ ー法を理解する． 

10 週 の  の を理解する． 

11 週 学システ  学システ を理解する． 

12 週 学システ の

 
学システ の を理解する． 

13 週 の と  の と を理解する． 

14 週 の 修正 の 修正を理解する． 

15 週 識 識を理解する． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S015 区分  

授業形式 習 単位  １（学修単位，45/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 学  ６ 

開設期  週  1.5 

教科書／教材  

担当者  明 ，  ，   

 
到達目標 

１． 学の 的な知識 を して を し， ー を正確に解 し，

学的に考察し説明できること。 

２．課題の各 において する の課題を，解 のために必 な および ，

解 な まで めた一 の 業を し，解 できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 的な知識

を して的確に

を し，

ー を正確に分

し， 学的に く考察

し説明できる。 

学の 的な知

識 を して

を し，

ー を正確に分 し，

学的に考察し説明

できる。 

学の 的な知

識 を して

を できな

い。また， ー を正

確に分 し， 学的に

考察し説明できない。 

評価項目２ 課題の各 において

する の課題

を，解 のために必

な および ，解

な まで めた一

の 業を 的かつ

的に し，適切に

解 できること。 

課題の各 におい

て する の

課題を，解 のために

必 な および

，解 な まで め

た一 の 業を

し，解 できること。 

課題の各 におい

て する の

課題を，解 のために

必 な および

，解 な まで め

た一 の 業を

でき ，解 できな

い。 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 
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◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本 ， 的 と国 を た ， 専 知識と多

学 を た ， 力と を た を 成すると

い 学習 を， との りの中での を して， 成

するために た のである。 

本 の ， で 業を 業とし， が

でいる。したが て， な課題である。そこで，

とい 課題を，本 で ， ， ， までの一 の を

することで， 学的 学 的に解 する方法を り，また 業の を

ことにより， に できる を 成することを とする。 

このよ な にた て，本 ， とい 課題に する解

を する。 

 

[ 学 ] 

としての から， 課題を解 するための を，

の方 との を した を 事で，コミュニケーション， 題

理解，専 学知識との ッ ング等の能力を 。 

から か た 的 ニー をよく 味してより 的

の り みを い， の方 との意見 を いその確 を

事で，論理的 考能力， ， 学的 考，多 ，学 ， レ

ンテーション等の能力を 。 

および について ， に を 用する の に ，

全でしか 確 に， らに の事を考 した を 事で，

的 ， 理等の能力を 。 

 

[ 学 ] 

こ までに学 だ知識を とに， 学の から 課題を解 す

る方法を り， に できる を 成することを とする。

的な ， の 3 である。 

業の および解 として する の を自 的
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的に することができる。 

の課題とその解 との を理解できる。 

の分 との を して，学 的な解 を理解できる。 

 

[ 情報 学 ] 

，情報 の 速な に い， 業 での情報

の 活用が 的に めら ている。 する情報の と活用法

の あら る分 において とな ており，その 的なシステ

である SNS（ ーシ ット ー ング ー ス）を とした多くの

ン ー 業が している。本 で ，コンテン ントシ

ステ （CMS） e-Learning を む の SNS とい を理解すると

に， フト ー 構 法を学び，その において，

の 情報 業 に する理解を める。 

 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
方法： 2つの ◎学習 そ において，次の

について，各 の が 5 で し，その全 を する

◎ の とする。 

内容の説明， らに に する によ て する

（B-3(d-2)）。 

課題解 との で た 適切であるか， の および

考察 適切であるか， 的 的に 業に取り組めたかを する

（C-1(d-3)）。 

また， ○学習 に する次の を 5 で

する。 

活 報 書 び報 書 一 的な書き方に て書か ていたか

（A-3(f)）。 

課題解 に し学 的 合的な面から 的に専 知識を活用したか

（B-4(d-1)）。 

課題の解 を し、適切に することができたか（C-1(d-4)）。 

ー で自 的に を てて ン能力を活かした 論を たか

（C-2(e)(h)(i)）。 

：  2 つの ◎学習 そ の がい

 3 ，かつ， ○学習 に する を め

た全 （4 ）の が 3 を合 とする。 

注意点 本専攻 の学習 である 的 と国 を た

， 専 知識と多 学 を た 、 力と を
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た ，を 成する で ， 的な 題を解 するための を

ことが である。そこで，本 で修得した事 を としつつ，そ

らを 用しながら 的な 題を解 する方法を ることができるよ

な論理的 考能力を なけ ならない。 

 

[ 学 ] 

本 本 で ている 学 ，構 ， ，

ー ， の全てに し，その 用課題と位 けら るが，こ に

まら 一 ， 分 の専 そ に 外の内容 多く ま

る。そのため，そ の 題解 けて，学 自ら 分 の 的

な ー が必 である。 

 

 課題を解 する の を 。 

 課題を解 する を する。  

 

[ 学 ] 

の で ，本 5 次に学ぶ を

中心に，こ までに学 だ 学 学 情報 学の 全 との

が い。 業の で ，こ までに学習した内容を 的に 合し

た 合力が必 である。 

 

 に するために， の ，また ， 業の を

。 

 

[ 情報 学 ] 

本 ，本 専攻 で習得する グラミングを めとする

情報 の として位 けら る。 に必 と る情報

の活用法を考 ることにより， 情報 学の必 を学

ぶことができる。また，その成 を に， する専攻 に むこと

により，多 的 からの 的な論理的 考能力を修得できる。 

 

情報 業に する情報 を い 課題解 のためのシ

ステ を 。 

 情報 業の を する。 

 業と フト ー 活用の を理解する。 

 課題における 情報 業の 能 を する。 
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授業 課 長期 中に 。各専攻の授業 の に

て の 業，レ ート 成， の な を 。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

年 

1 週 ンテーション 本 の 的と構成， め方，ならびに 方

法等を理解できる。 

2 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

3 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

4 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

5 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

6 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

7 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

8 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

9 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

10 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

11 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

12 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

13 週 の 成 のための を 成できる。 

14 週  により課題解 のための取り組み，

を論理的に ることができる。 

15 週 報 書の 成 文 により課題解 のための取り組み， を

論理的に ることができる。 
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 習  

 
科目基礎情報 

科目番号 6S016 区分  

授業形式 習 単位  １（学修単位，45/45） 

開設学科 情報システ 学専攻 学  ６ 

開設期  週  1.5 

教科書／教材  

担当者  明 ，  ，   

 
到達目標 

１． 学の 的な知識 を して を し， ー を正確に解 し，

学的に考察し説明できること。 

２．課題の各 において する の課題を，解 のために必 な および ，

解 な まで めた一 の 業を し，解 できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 的な知識

を して的確に

を し，

ー を正確に分

し， 学的に く考察

し説明できる。 

学の 的な知

識 を して

を し，

ー を正確に分 し，

学的に考察し説明

できる。 

学の 的な知

識 を して

を できな

い。また， ー を正

確に分 し， 学的に

考察し説明できない。 

評価項目２ 課題の各 において

する の課題

を，解 のために必

な および ，解

な まで めた一

の 業を 的かつ

的に し，適切に

解 できること。 

課題の各 におい

て する の

課題を，解 のために

必 な および

，解 な まで め

た一 の 業を

し，解 できること。 

課題の各 におい

て する の

課題を，解 のために

必 な および

，解 な まで め

た一 の 業を

でき ，解 できな

い。 
 
 
学科の到達目標項目との関係 
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◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 

◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本 ， 的 と国 を た ， 専 知識と多

学 を た ， 力と を た を 成すると

い 学習 を， との りの中での を して， 成

するために た のである。 

本 の ， で 業を 業とし， が

でいる。したが て， な課題である。そこで，

とい 課題を，本 で ， ， ， までの一 の を

することで， 学的 学 的に解 する方法を り，また 業の を

ことにより， に できる を 成することを とする。 

このよ な にた て，本 ， とい 課題に する解

を する。 

 

[ 学 ] 

としての から， 課題を解 するための を，

の方 との を した を 事で，コミュニケーション， 題

理解，専 学知識との ッ ング等の能力を 。 

から か た 的 ニー をよく 味してより 的

の り みを い， の方 との意見 を いその確 を

事で，論理的 考能力， ， 学的 考，多 ，学 ， レ

ンテーション等の能力を 。 

および について ， に を 用する の に ，

全でしか 確 に， らに の事を考 した を 事で，

的 ， 理等の能力を 。 

 

[ 学 ] 

こ までに学 だ知識を とに， 学の から 課題を解 す

る方法を り， に できる を 成することを とする。

的な ， の 3 である。 

119



業の および解 として する の を自 的

的に することができる。 

の課題とその解 との を理解できる。 

の分 との を して，学 的な解 を理解できる。 

 

[ 情報 学 ] 

，情報 の 速な に い， 業 での情報

の 活用が 的に めら ている。 する情報の と活用法

の あら る分 において とな ており，その 的なシステ

である SNS（ ーシ ット ー ング ー ス）を とした多くの

ン ー 業が している。本 で ，コンテン ントシ

ステ （CMS） e-Learning を む の SNS とい を理解すると

に， フト ー 構 法を学び，その において，

の 情報 業 に する理解を める。 

 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
方法： 2つの ◎学習 そ において，次の

について，各 の が 5 で し，その全 を する

◎ の とする。 

内容の説明， らに に する によ て する

（B-3(d-2)）。 

課題解 との で た 適切であるか， の および

考察 適切であるか， 的 的に 業に取り組めたかを する

（C-1(d-3)）。 

また， ○学習 に する次の を 5 で

する。 

活 報 書 び報 書 一 的な書き方に て書か ていたか

（A-3(f)）。 

課題解 に し学 的 合的な面から 的に専 知識を活用したか

（B-4(d-1)）。 

課題の解 を し、適切に することができたか（C-1(d-4)）。 

ー で自 的に を てて ン能力を活かした 論を たか

（C-2(e)(h)(i)）。 

：  2 つの ◎学習 そ の がい

 3 ，かつ， ○学習 に する を め

た全 （4 ）の が 3 を合 とする。 

注意点 本専攻 の学習 である 的 と国 を た
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， 専 知識と多 学 を た 、 力と を

た ，を 成する で ， 的な 題を解 するための を

ことが である。そこで，本 で修得した事 を としつつ，そ

らを 用しながら 的な 題を解 する方法を ることができるよ

な論理的 考能力を なけ ならない。 

 

[ 学 ] 

本 本 で ている 学 ，構 ， ，

ー ， の全てに し，その 用課題と位 けら るが，こ に

まら 一 ， 分 の専 そ に 外の内容 多く ま

る。そのため，そ の 題解 けて，学 自ら 分 の 的

な ー が必 である。 

 

習 で 、 習Ⅰで した課題解 のための

を する を得る。 能であ を 。また ， 業の

を 。 

 課題解 のための の 。 

 の の を得る。 

 用 の 題の 出を 。 

 

[ 学 ] 

の で ，本 5 次に学ぶ を

中心に，こ までに学 だ 学 学 情報 学の 全 との

が い。 業の で ，こ までに学習した内容を 的に 合し

た 合力が必 である。 

 

 に するために， の ，また ， 業の を

。 

 

[ 情報 学 ] 

本 ，本 専攻 で習得する グラミングを めとする

情報 の として位 けら る。 に必 と る情報

の活用法を考 ることにより， 情報 学の必 を学

ぶことができる。また，その成 を に， する専攻 に むこと

により，多 的 からの 的な論理的 考能力を修得できる。 
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情報 業に する情報 を い 課題解 のためのシ

ステ を 。 

 情報 業の を する。 

 業と フト ー 活用の を理解する。 

 課題における 情報 業の 能 を する。 

 

授業 課 長期 中に 。各専攻の授業 の に

て の 業，レ ート 成， の な を 。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

年 

1 週 ンテーション 本 の 的と構成， め方，ならびに 方

法等を理解できる。 

2 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

3 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

4 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

5 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

6 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

7 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

8 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

9 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

10 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

11 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

12 週 の  課題解 のために必 な を， 的な

取り組みにより できること。 

13 週 の 成 のための を 成できる。 
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14 週  により課題解 のための取り組み，

を論理的に ることができる。 

15 週 報 書の 成 文 により課題解 のための取り組み， を

論理的に ることができる。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 別 習  

 

科目基礎情報 

科目番号 6S017 科目区分  

授業形式 習 単位数 1 4 

開設学科 情報システ 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材 習 にて る  

担当者  明 ， 本 ，   

 

到達目標 

１． 習 において， から ら た課題に し，その本 を理解できること． 

２． 習 において， から ら た課題に し，自ら取り組み， 習 に

おいて する の課題を解 し，適切に することができること． 

３． 習の成 を およびレ ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

明確に理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できない． 

評価項目２ 習 において，

から ら た

課題に し， 的に取

り組むことができ， 習

において する

の課題を解 す

るための適切な が

できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，取り組むこ

とができ， 習 にお

いて する の

課題を解 するための

ができること． 

習 において，

から ら た

課題に し，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ 習の成 を

およびレ ートで

に説明できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること. 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻 を修 する学 ， 来的に ，多くの 業において とし

て く 能 が い．学外で 習を することで， 業における

の 内容を に見 し，また一 を することによ て，学

の 学で 得ることが しい になるために必 な情報を得るこ

とができる．また， の 業 と することにより， 業 ， と

しての心構 を につけること できる．つまり， 業 と一 に 日 ，

活を にすることにより， 事の分 ，各 の ， ら な

らない ，そして の 業で ている な 多 な情報が

得ら る．ま に 一見に か である．また，その情報から み

て， ，学 で学習しておく きことが明確に できると る．自

分の 来の あるい のよ な 分 に としているのかを

見 めるために ，そ に しい 習 を する必 がある． 業

の け な 事情を ているので， めにコン トを

取り， 習 を 定する必 がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

にて 習を ．期 10日 である． 

日の 習に ，し かり をして むこと． 

注意点 本 4 次で ， 的な学習 に力 が か ているため， 分な

学外 習の を取ることができなか たが，専攻 で 用力を につ

けるために ，本 を必修として位 けている．本 で学 だことお

よび専攻 で学習していることを， の で 的に学習することに

意 がある．また，専攻 修 ， で する 合の の内容を

知ることによ て，専攻 で学ぶ学 の必 ， を 識して ら

ための けとして 意味があり，学 で 学びことが しい の

事の な内容，そ に する 業の取り組み方，組 の な を考

察 せることに意味がある． 

 

方法 習報 書および報 での により， の につい

て 合的に する．ただし，必 に て け からの 味

する． 

習で ら た課題に して，その本 が たか． 

習で ら た課題に して，自ら取り組 だことが ていた

か． 

適切に 成 ていたか． 
習内容等を説明することができたか． 

に する 適切であ たか． 
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授業計画（２単位の 合/ 単位） 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期

期 

1 週 
での 習 習 において， 全 ， ンスの

内容等が理解できること． 

2 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

13 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

14 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

15 週  習成 について， を い で説

明でき， に して できること． 

 

評価割合 
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 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 用物 学 別 Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C001 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ６（学修単位，45/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 4.5 

教科書／教材  
担当者 各  

 
到達目標 

１．（ の取組） の内容を理解し，自 的に を てて ことができる． 
２．（成 報 書） の 課題を し，適切な方法で を得て考察を ことがで

き， らに 適切な書 で成 報 書を 成できる． 
３．（成 ） を かり すく 成し，適切に説明することができる． 

ー ッ であり， に す(a) (m)の での な を ． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１  の 的意 を

理解し， を

なく する 理

を ，自 的に

を てて取り組むこと

ができる． 

の内容を理解

し，自 的に を

てて ことができ

る． 

 内容が理解で

き ，自 的に を

てることができな

い． 

評価項目２ の 課題を

し，適切な方法で

を得て考察を

ことができ， 来

すことができる．

らに 適切な書 で

成 報 書を 成でき

る． 

の 課題を

し，適切な方法で

を得て考察を

ことができ， らに

適切な書 で成

報 書を 成できる． 

の 課題を

し，適切な方法で

を得て考察を

ことができない．あ

るい 適切な書 で

成 報 書を 成で

きない． 

評価項目３ を かり

すく 成し，適切に説

を かり

すく 成し，適切に

を かり

すく 成し，適切に説
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明することができる

か， に 適切に

できる． 

説明することができ

る． 
明することができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

◎ -2(e)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

○B-2(d-1)(g)： 学の専 知識を く理解できること． 

○B-3(d-2)： 習等の内容を確 に できること． 

○C-2(h)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 日本 国を して 力し， の 国 として

に してきた．しかし 日，日本の 業 きな 期にあると

い ている．すな までの 量 が である よ

としている．こ からの の を に 量 することで

なくて， しい かをいかに， の の してつくるか

とい ，こ までに して 課題 見解 であることが め

ら ている． しい かをつくるために 力を できる能力を に

つける必 がある．   

授業の進め方と 

授業内容・方法 
別 Ⅰで 各自の つ テー に し， の で をす

すめる． 等専 学 本 で得た学識 を として， らに く

く専 知識を得るとと にその 合 と を り，より で 的に

考察する能力と を につけることを とする． 
 また の における の 論 成 の に して，自 の

を的確に に ることのできる能力， 成 を成 報 書とし

てまとめるにあたり，論理的な 力を につけることを 的とする． 

注意点 的な ら た 所で かぶ ので ない．日

活の中で に ントとなる のがないか す習 を につける必 が

ある．また ら た で ら ，長 中して 的に

ことが必 なこと 多い．各自で のある 別 を てて

しい． 
各 全てが 60 を合 とする． 

の取組 論文 成 の 3 つの を(a) (m)の によ て

する． 
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の取組（40 ）     
(a) に する文 を読む等して， 内容の理解に めたか（10 ） 
(b)自 的に を て 理 を て を たか（20 ）． 
(c) が した ン能力 成のための取組を たか（10 ）

成 報 書(30 )     
(d) 成 報 書 一 的な報 書の書き方に て書か ていたか（5 ）． 
(e) 成 報 書 ，文 ， 構成 レ トを めて，

適切に書か ていたか（5 ）．    
(f) 的 の課題 題を し， 来の との めて適

切に 定 ていたか（5 ）．    
(g) の方法 適切であ たか（5 ）．    
(h) 方法に い， が適切に得ら ているか（5 ）．  
(i) に する考察 適切にな たか（5 ）．   
成 (30 )     
(j) 一 的な書き方に て ていたか（5 ） 
(k) かり すく 成 ていたか（5 ）．   
(l) 内容の説明 適切であ たか（10 ）．    
(m) に する 適切であ たか（10 ）． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ンス 別 Ⅰの内容を理解できる． 

2 週 の  テー に する課題を理解できる． 

3 週 の  テー とおおよその が 定でき

る． 

4 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

5 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

6 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

7 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

8 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

9 週 の  自 的に の ， 等を い、

130



の および考察ができる． 

10 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

11 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

12 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

13 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

14 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

15 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

期 

1 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

2 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

3 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

4 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

5 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

6 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

7 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

8 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

9 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

10 週 の  自 的に の ， 等を い、

の および考察ができる． 

11 週 報 書の 成 文 により の を論理的に ること

ができる． 
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12 週 報 書の 成 文 により の を論理的に ること

ができる． 

13 週 別 Ⅰ の  のための を 成できる． 

14 週 別 Ⅰ の  のための を 成できる． 

15 週 別 Ⅰ  により の を論理的に る

ことができる． に適切に できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30  40 30  100 

基礎的能力        

専門的能力  20  30 20  70 

分野横断的能力  10  10 10  30 
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教科名 用物 学 習 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 １ 

教科書／教材 [ 分]  学 論文 報 書の書き方と英語 田 明 日

、 ント 

[ 分]  Molecular Mechanisms of Photosynthesis ROBERT E. 

BLANKENSHIP Blackwell Science Ltd、各 の 別 に く する

英論文 

担当者  一，  正  

 

到達目標 

分 前期 

１ 専 分 の を英語で できる。 

２ 専 分 の の を英語で できる。 

３ 専 分 の英語論文を し、その内容を レ ンテーションできる。 

 物 学の内容を理解できる 

分 期 

１ 専 分 の を英語で できる。 

２ 専 分 の の を英語で できる。 

３ 専 分 の英語論文を し、その内容を レ ンテーションできる。 

 

評価（ルーブリック）（ 担当分・ 期） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習した専 分 の

を英語で と

できる。 

専 分 の を英

語で できる。 

専 分 の を英

語で と で

きない。 

評価項目２ 学習した専 分 の

の を英語で

と できる。 

専 分 の の

を英語で

できる。 

専 分 の の

を英語で と

できない。 

評価項目３ 英語論文を でき、

その内容を レ ン

テーションできる。 

英語論文を し、そ

の内容を レ

ンテーションできる。 

英語論文を でき

、その内容を レ

ンテーションできな

い。 
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 英文で書か た 物

学の内容を し、

その内容を 理解

し、説明できる。 

英文で書か た 物

学の内容を し、

その内容を 理解

できる。 

英文で書か た 物

学の内容を し、

その内容を理解でき

ない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

 

教育方法等 

概要  専攻 を修 した に 、専攻 で修得する い専 知識

のこと、自らの意見をまとめ、そ を適切に、正しく する （

レ ンテーション能力）が く めら ている。 レ ンテーション能力

、一 一 に 得できる けで なく、能 的に考 し、 り返し

ていくことが である。 、 レ ンテーション能力と 等に、

英語で書か た の（英語の文 を めとする英語の文書）を読み、理

解し、こ を日本語で、 合によ て 英語で する （英語能力）

ている。英語能力 レ ンテーション能力と 、英単語、

英文法、英語 を能 的に取り 、英語を り返し ていくことが

である。 

 また、専攻 で 、本 で修得した知識 を していく必

がある。一方で、本 で 、物 コース 物コースに分か た学修が

あり、専攻 学 で 、 のコースに する学修が不 分であること

めない。専攻 での知識の 、こ ら本 でのコース未学

修の専 知識の とコース学修を せた専 知識の 合が不

欠である。本 で 、 いに学修が不 分である専 知識の と

の専 知識の修得を の レ ンテーション能力 英語能力の修得

と合 せて 習 で 。 

 本 習で 、 学 （ 物 ）の事 を 業的に 用 する 合、

そ らの事 学 ス， 学システ （ 物 ス， 物システ

）として理解し、そ らの ス、システ そ らを構成する１つ

１つの を組 していくことで 能になることを英語で

書か た文書（ 書 英論文）な を い理解する。 らに、未学修の

物 コース、 物コースの 学 ス 学システ （ 物 ス

物システ ）の専 知識 、既学修の の の学修を ス

とすることで していくことを 得し、 に、 レ ンテーシ

ョン能力、英語能力とい 物 学分 の に必 な （ 用物
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学 ）を に ける。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

[ 分] 前 書で物 学的内容、 英語の単語

学ぶ。 専 分 の英語論文を し、その内容の レ ンテーショ

ンを 。 

[ 分] 前 書で 物 学的内容を学ぶ。 専 分 の

英語論文を し、その内容の レ ンテーションを 。 

注意点 物 学、 物 学の 知識を することが ましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期（

） 

1 週 レ ンテーション  
2 週 Molecular Mechanisms 

of Photosynthesis の

と  

合成の ー について理解し、説

明できる 
合成 、 合成 について理解

し、説明できる。 
合成の 、 期 について理解し、説

明できる。 
合成 の構 と分 学について理解し、

説明できる。 

3 週 Molecular Mechanisms 

of Photosynthesis の

と  

ンテ と ー について

理解し、説明できる。 
合成 中心 について理解し、説明で

きる。 

4 週 Molecular Mechanisms 

of Photosynthesis の

と  

と構成成分について理解し、説

明できる。 

5 週 Molecular Mechanisms 

of Photosynthesis II

の と  

学 と ATP 合成について理解し、説

明できる。 
について理解し、説明できる。 

6 週 Molecular Mechanisms 

of Photosynthesis II

の と  

合成システ の について理解し、説明

できる。 
合成の と について理解し、説明で

きる。 

7 週 中 １  
8 週 専 分 の 学

論文（１） 

専 分 の論文を でき、その内容を レ

ンテーションできる。 
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9 週 専 分 の 学

論文（１） 

専 分 の論文を でき、その内容を レ

ンテーションできる。 

10 週 専 分 の 学

論文（１） 

専 分 の論文を でき、その内容を レ

ンテーションできる。 

11 週 中 ２  
12 週 専 分 の 学

論文（２） 

専 分 の論文を でき、その内容を レ

ンテーションできる。 

13 週 専 分 の 学

論文（２） 

専 分 の論文を でき、その内容を レ

ンテーションできる。 

14 週 専 分 の 学

論文（２） 

専 分 の論文を でき、その内容を レ

ンテーションできる。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

期（

） 

1 週 題、 、 論および

考文 の書き方 
題、 、 論および 考文 の書き方を

説明できる。 

2 週 的と に する

 
的と に する を英語で でき

る。 

3 週 と に する

 
と に する を英語で でき

る。 

4 週 と に する

 
と に する を英語で でき

る。 

5 週 題と に する

 
題と に する を英語で でき

る。 

6 週 題と 考文 に す

る  
題と 考文 に する を英語で で

きる。 

7 週 と 真に する

 
と 真に する を英語で でき

る。 

8 週 論 と を する

 
論 と を する を英語で でき

る。 

9 週 と を する

 
と を する を英語で でき

る。 

10 週 自分の意見 を

する  
自分の意見 を する を英語で

できる。 

11 週 専 分 の英語論文の

と レ ンテーシ

英語論文１を でき、その内容を レ ン

テーションできる。 
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ョン１ 

12 週 専 分 の英語論文の

と レ ンテーシ

ョン２ 

英語論文１を でき、その内容を レ ン

テーションできる。 

13 週 専 分 の英語論文の

と レ ンテーシ

ョン３ 

英語論文２を でき、その内容を レ ン

テーションできる。 

14 週 専 分 の英語論文の

と レ ンテーシ

ョン  

英語論文２を でき、その内容を レ ン

テーションできる。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70 30     100 

基礎的能力        

専門的能力 70 30     100 

分野横断的能力        
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教科名 用物 学 別 I 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C003 科目区分 必修 

授業形式  単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 1.5 

教科書／教材 より する ント 

担当者   正 田中 徳 

 

到達目標 

1 課題を理解し， 学の 的な知識 を して めら た 内に 的に

を ，期 内に報 書を 出できる 

2 得ら た成 を正確に解 し， 学的に考察できる 

3 日本語による文 、 を用いて論理的に説明できる 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１  事前に予習を い，正

しく を 用して

的に を 、報

書を 出できる。 

 めら た 内に

的に を 、期

内に報 書を 出で

きる。 

 めら た を

に て を

ら ない、あるい 期

内に報 書を 出で

きない。 

評価項目２  得ら た成 を正確

に解 し， 考文 等か

らあらたな情報を

して， 学的に く考察

できる。 

 得ら た成 を正確

に解 し，そ を 学的

に考察できる。        

 得ら た成 を正確

に解 できない。        

評価項目 3  得ら た成 を正し

い日本語による文 ，

いたいことが分かる

を用いて論理的に

説明できる  

 得ら た成 を日本

語による文 、 

を用いて論理的に説明

できる  

 得ら た成 を，日本

語による文 ， 

を用いて論理的に説明

できない  

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 

 

教育方法等 
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概要  物 学分 の各分 で 用 ている各専 分 の を い， ま

で学 できた専 の 用 ， 用 を知り， 用物 学に して理

解できること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 本 専攻 2 の 用物 学 II と に するため，

なる学 と して ことが必 である。15 の を，5 3 に

分け，3 の で に する。1 の の 5 の 方法につ

いて ， に なるため， を すること。報 書の 成

中に あまりと ないので、 外に こと。 

 

１週 ンテーションを する。2週 ，全 を 3 4

のグ ー に分けて 単位で 。 

 

１週 ンテーションを する。2 週 ，全 で す

る。 

田中  

 1 週 ンテーションを する。2 週 ，全 を 2 に

分け，1テー 2週の を 2テー する。 

注意点  こ までに修得したす ての の知識と、 、解 の 法を用いて

課題を する。 期 内に 出 たレ ートで 。 

 なお，3 の の ， 事等の 合で する 能 がある。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 
（ 分：1 5 週） 

ンテーション 

各 の 的， ，ならびに における

意事 を知る。 

2 週 合成 の  の 方法について理解できる。 

3 週 
合成 の単  合成 の単 方法について理解でき

る。 

4 週 

合成 の分 測定 合成 の分 （分 ）について理

解できる。また、得ら たス ト を

できる。 

5 週 

合成 の構 測定 合成 の分 （MALDI TOF/MS）について

理解できる。また、得ら たス ト を

できる。 

6 週 
（ 分：6 10週） 

ンテーション 

各 の 的， ，ならびに における

意事 を知る。 
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7 週 
ラ ト による 

CaCO3,Ca(OH)2の  

について理解できる。 の

面 、 について理解する。 

8 週 
による 中の

フッ （１） 

速 、 速 、 の 、

、 について理解する。 

9 週 
による 中の

フッ （２） 

に た物 とフッ の につ

いて理解できる。 

10 週 
前 のフッ の

測定。 

を用いて 前 のフッ を測定す

ることができる。 フッ の 出ができる。 

11 週 
（田中 分：11 15週）

ンテーション 

各 の 的， ，ならびに における

意事 を知る。 

12 週 
テー 1 ITO の

と （ 1週） 

ITO の合成法について理解できる。 

13 週 
テー 1 ITO の

と （ 2週） 

ITO の な について理解し， に

できる。 

14 週 
テー 2 め き法に

よる の （ 1週） 

の 解 ッ の 法を理解できる。また，

を めることができる。 

15 週 テー 2 め き法に

よる の （ 2週） 

解ニッケ ッ の 法を理解でき

る。また，成 速 を めることができる。 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 用物 学 別 習 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C004 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 １ 

教科書／教材 [ 分] ント 

[ 本 分] ント 

担当者  一， 本  

 

到達目標 

本 分 前期） 

１ 本的な分 の測定 を用いて、その 合物を 定できる。 

２ 的な についてその 構を説明できる 

３ １と２を分かり く レ ンテーションできる。 

（ 分 期） 

１ １次 （ 学 ）と の 習 題を解 できる。 

２ １次 （ 学 ）と の 習 題を解説できる。 

３ 習 題の解 と解説を分かり く レ ンテーションできる。 

 

評価（ルーブリック）（前期） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 本的な分 の

測定 を用いて、そ

の 合物を正しく

定できる。 

本的な分 の

測定 を用いて、そ

の 合物を 定

できる。 

本的な分 の

測定 を用いて、そ

の 合物を と

定できない。 

評価項目２ 的な

についてその

構を正しく説明で

きる。 

的な

についてその

構を 説明でき

る 

的な

についてその

構を と 説明

できない。 

評価項目３ 合物の 定 、

の論文に

して分かり く レ

ンテーションでき

る。 

合物の 定 、

の論文に

して レ ンテ

ーションできる。 

合物の 定 、

の論文に

して レ ンテーシ

ョンできない。 

 

評価（ルーブリック）（ 期） 
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 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 習 題を と

解 できる。 

習 題を 解

できる。 

習 題を と

解 できない。 

評価項目２ 習 題を正しく解

説できる。 

習 題を 解説

できる。 

習 題を と

解説できない。 

評価項目３ 習 題の解 と解

説を分かり く レ

ンテーションでき

る。 

習 題の解 と解

説を レ ンテ

ーションできる。 

習 題の解 と解

説を レ ンテーシ

ョンできない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 専攻 の専 を 修するために 、5 までに修得した 知識と

そ に く 用力が必 となる。多くの 習 題を解くことより、こ

までに からなか た 題 が明らかになると に、解く で 考能

力が る。 らに 、 学 の けがな 、 しい

ま る。このこと の成 に する。この で 5

までの専 を中心に、 習を して 的な理論 び 理を習

得する。また自分の力で解いた 題を全 に説明し、 得して ら

を ことで レ ンテーション能力を 。 

 前期で 、 合成により得ら た 合物の 分 の から、 定

を 。また、 合成に する英論文をまとめて レ ンを 。その

、 に 構について に説明を 。 的にそ らの内容につ

いて を 。 

 期で １次 （ 学 ）と の 習 題を解き、

１次 合 と の 学全 に た知識を習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

[ 本 分] ある 合物の 分 ー を自 また 書 で

してその 合物の 定を い、その を レ ンテーションにより説明

する。また英論文について 、 方法 構について し、

に レ ンテーションを 。 

[ 分] ま 授業中に自力で 習 題を解 せ、その 、自 ま

た 書 で し、次の授業で解 と解説の レ ンテーションを

。 

注意点 物 学の 知識を することが ましい。 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期（

担当） 

1 週 分 に する レ

ンテーション 

合物の 定に た を レ ンテーシ

ョンにより かり すく説明できる。 

2 週   

3 週   

4 週   

5 週   

6 週   

7 週   

8 週 中   

9 週 合成の英論文に

する レ ンテーショ

ン 

の 方法 構について

レ ンテーションにより かり すく説明

できる。 

10 週   

11 週   

12 週   

13 週   

14 週   

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

期（

担当） 

1 週 １次 （ 学

）と の 習

題の解  

６ の解 と解説の レ ンテーションがで

きる。 

2 週   

3 週   

4 週   

5 週   

6 週   

7 週   

8 週   

9 週   

10 週   

11 週   

12 週   
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13 週   

14 週   

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合（前期） 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60 30   10  100 

基礎的能力        

専門的能力 60 30   10  100 

分野横断的能力        

 

評価割合（ 期） 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 75    25  100 

基礎的能力        

専門的能力 75    25  100 

分野横断的能力        
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教科名 別 習Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C005 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２ 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材  

担当者 本  

 

到達目標 

１． 習 において， から ら た課題に し，その本 を理解できること． 

２． 習 において， から ら た課題に し，自ら取り組み， 習 に

おいて する の課題を解 し，適切に することができること． 

３． 習の成 を およびレ ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

明確に理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できない． 

評価項目２ 習 において，

から ら た

課題に し， 的に取

り組むことができ， 習

において する

の課題を解 す

るための適切な が

できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，取り組むこ

とができ， 習 にお

いて する の

課題を解 するための

ができること． 

習 において，

から ら た

課題に し，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ 習の成 を

およびレ ートで

に説明できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できない． 
 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること. 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 本 で 、 的な学習に力 が か ているため、 分な学外 習の

を取ることができなか たが、専攻 で 用力を につけるために

、こ を必修の 別 習として位 けている．本 で学 だことおよ

び専攻 で学習していることを、 の で 的に学習することに意

がある．また、専攻 修 、 で する 合の の内容を知

ることによ て、専攻 で学ぶ学 の必 、 を 識して ら た

めの けとして 意味があるし、学 で 学びにくい の 事の

な内容、そ に する 業の取り組み方、組 の な を考察 せ

ることに意味がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

にて 習を ．期 10日 である． 

日の 習に ，し かり をして むこと． 

注意点 方法 習報 書および学外 習報 での により， の

について 合的に する．ただし，必 に て け からの

味する． 

習で ら た課題に して，その本 が たか． 

習で ら た課題に して，自ら取り組 だことが ていた

か． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 での 習 習 において， から ら
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た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報 書 成 た 習についてレ ートにまとめること

ができる． 

12 週 
報 書 成 た 習についてレ ートにまとめること

ができる． 

13 週 
成 習内容について のための が 成で

きる 

14 週 
成 習内容について のための が 成で

きる 

15 週  習内容を で説明でき， に して

できること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 用物理 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C006 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 ２ 

教科書／教材 ント  

担当者 未定 

 
到達目標 

１． の と の を説明できる． 
２． ー の を説明できる． 
３． ン グの考 方を理解し，単 を用いて の ーを説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の と の が

説明でき， ラン の

を くことができ

る． 

の と の

が説明できる． 
の と の

が説明できない． 

評価項目２ ー の理論を説明で

き， の き

を くことができる．

また，量 を き

出すことができる． 

の ー

を ー の理論に

いて できる． 

の ー

を ー の理論に

いて できな

い． 

評価項目３ ン グの考

方を理解し，単 を

用いて の と

ーを説明できる． 

単 を用いて の

と ーを

できる． 

単 を用いて の

と ーを

できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 
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教育方法等 

概要 Bohr の 構 理論が きく て，量 論が 学 に して

い適用 を つ のであることが一 に めら た． 合物の 成

解 のよ な 学的 量を分 学的方法によ て 定する が，量

論によ て か た．その ， な 合物の分 構 について多くの知

見を量 論が している．また，量 論 力学の方法を て 力

学と し，そこに物理 学の しい の が か ている． 

 この で ，量 論の しい の に つことを 的とする ので

なく，むし 前 となる を解説することを 的としている．量 力

学が のよ にして してきたかを一つ一つ かく理解することで，量

論の考 方を知り， 的に 量 力学あるい 量 学を自分で

できるよ にすることが本 の である． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 本的に の をとるが，授業内容 授業 に す りで

ある．量 論の考 方を知り，量 力学あるい 量 学を自分で で

きるよ にすることが である．そのために ，予習と 習をし かり

てくることが である．  

注意点  物理の ，単 ， に する知識と 学の知識を する． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 の  が の を つことを説明できる． 

2 週  レ ー ーン の と ーンの を用い

て ラン の を できる． 

3 週 ラン の  がとびとびの ーを ていること

を説明できる． 

4 週 量 説 の 説を とコン トン から

説明できる． 

5 週 のス ト  ーの と ーの を理解し，説明

できる． 

6 週 構  ト ン，長 ，ラ フ ー の

を理解し， 題 を説明できる． 

7 週 ー の理論 ー の理論を理解し， ーの と び

つけて説明できる． 

8 週 中   
9 週 論と ー の理論

からの の ー 
論と ー の理論からの の ー

を け，説明できる． 
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10 週 ー  ー の理論に 論を用いて ー定

， の を できる． 

11 週 量  単 の ーから量 を めるこ

とができる． 

12 週 論からの の  論を用いて， の を き出すことがで

きる． 

13 週 量 論を用いた の

 
ン グの考 方を理解し， の を

き出すことができる． 

14 週 の ー 単 を用いて の ーを き出すこ

とができる． 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 合成 学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C007 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 合成の ;C.L. ス / 学  

担当者 本  

 

到達目標 

１ 一 的な 合成 を理解し、説明できる。 

２ 能 を考 して 合成解 を ことができる。 

３ 位 、 を考 して 合成解 を ことができる。 

 

評価（ルーブリック）（前期） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 一 的な 合成

について、正しく説

明できる。 

一 的な 合成

について、 説明

できる。 

一 的な 合成

について、 と

説明できる。 

評価項目２ 能 を考

して正しい 合成解

を ことができ

る。 

能 を

考 した 合成解

を ことができる。 

能 を考

して 合成解 を

ことが と で

きない。 

評価項目３ 位 、

を考 して正しい

合成解 を こ

とができる。 

位 、

を 考 した

合成解 を こと

ができる。 

位 、

を考 して 合成

解 を ことが

と できない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 学の と 全 の になるの 定の 合物を の

から合成することである。単 な 合物で その合成 い

くとおり あり、 の がよいかを すること しい。 合成解

、このよ な な 合物を 的に合成するための 法であ
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る。  

本 で 、 合成解 を学ぶことによ て、単 な一 分 ある

い 分 から ン のよ な な分 まで

を む い分 の 的な合成 の ができるよ になることを

とする。また、 合成解 を学ぶ前に、 学における 4つの

な ( 、 、 、  ) 合物の 本的な ( 構 、

)について 習を 。  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

を用いた を とする。授業内容の理解 を確 するた

めに テストを 。授業内容 書に ているので、必 に て

書に し、 ート 題を解く に用いる。 

注意点 学の 知識を することが ましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 学の  こ までに習 た 学の について説

明できる。 

2 週 合成解 の考 方と

方法 I 

一 的なシントンと合成等 を説明でき

る。 

3 週 合成解 の考 方と

方法 II 

単 な 合物について 合成解 を こと

ができる。 

4 週 と 能

I 

について説明できる。 

5 週 と 能

II 

を つ 合物について 合成解 を

ことができる。 

6 週 と 能

III 

能 について説明できる。 

7 週 合成解 の と

 

の い 合成解 の方法を説明できる。 

8 週 中   

9 週 能 と I の を説明できる。 

10 週 能 と

II 

を用いた 合成解 を説明できる。 

11 週 能 と

III 

を用いた 合成解 を説明できる。 

12 週 位 I ケン の位 的な 合成解

を説明できる。 
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13 週 位 II , -不 ニ 合物の位 的

な 合成解 を説明できる。 

14 週  的な 合成解 を説明できる。 

15 週 期   

16 週 テスト返却と   

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 用分 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C008 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ら 分 学 を とする 、 出  

担当者   

 
到達目標 

1. 中の 学 を理解すること。 

2. 学 について理解し、また、 学 の 、分 を めることができる。 

合 （ ）、 物 と の pH 等に する ができる。 

3. 中の ン、 ン 定 分 を理解すること。 

4. と 定を理解すること。 

5. 分 を理解すること。 
 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 中の 学  

（物 、 、 トン

）、活量について説

明できる。正しく が

できる。 

中の 学  

（物 、 、 トン

）、活量について説

明できる。 できる。 

中の 学  

（物 、 、 トン

）、活量について説

明できない。 できな

い。 

評価項目２ 学 に して理解で

きる。また、正しく

中の 学 の 、分

を めることがで

きる。 合 （

）、 物 の pH を

正しく めることがで

きる。 に する

ができる。 

学 に して理解す

る。また、 中の 学

の 、分 を

めることができる。 合

（ ）、 物

の pH を めること

ができる。 に す

る ができる。 

学 に して理解で

きない。また、正しく

中の 学 の 、分

を めることが

できない。 合 （

）、 物 の pH

を正しく めること

ができない。 に

する ができない。 

評価項目３ に して理解

する。正しく ン、

ンの分 を分け

ることができる。 

に して理解

する。 ン、

ンの分 を分けること

ができる。 

に して理解

することができない。

ン、 ンの分

を分けることができな

い。 

評価項目  正しく ン、

ンの分 を分けること

ができる。 ンスト

による の 位を

ン、 ンの分

を分けることができ

る。 ンスト による

の 位を めるこ

ン、 ンの分

を分けることができ

ない。 ンスト によ

る の 位を める
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めることができる。

と

定について理解する。ま

た、 する が正し

くできる。 

とができる。

と 定につ

いて理解する。また、

する ができる。 

ことができない。

と 定

について理解すること

ができない。また、

する ができない。 

評価項目  分 につい

て理解する。また、正し

く する ができ

る。 

分 につい

て理解する。また、

する ができる。 

分 につい

て理解することができ

ない。また、 する

ができない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 

教育方法等 

概要  内 に く分 法について理解を める。すな 、 び

内 の 、 内 学 の 、各 の 学 とその分

学 の 用について理解を める。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

を中心とし，1 の授業 とに授業内容のまとめ、 習 題を課す。 

注意点 学 の した分 、 、 、において習得した各専 知識の

を 習する必 がある。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 
学 、活量 学 について理解する。活量を めるこ

とができる。 

2 週 
物 、 、

トン  

物 、 、 トン を書く

ことができる。 

3 週 
学 と分  学 について理解する。 学 の分

を めることができる。 

4 週 
中の 学 の  中の 学 の を めることができ

る。 

5 週 
合 （ ）、

物 の pH  

合 （ ）、 物 の pH を め

ることができる。 

6 週 
定、 、 

 

定、 、 について理

解する。 

7 週 
容量、  容量について理解する。 に す

る ができる。 
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8 週 
分 、 ンの分

法 

分 について理解ができる。分 に

よ て ンを分 することができる。 

9 週 
ンの分 法 分 によ て ンを分 することが

できる。 

10 週 
の 位、

の 定  

の 位、 の 定

を めることができる。 

11 週 

の 力、 ンス

ト による の 位

 

の 力について説明ができる。また、

ンスト による の 位 ができ

る。 

12 週 定  定 を くことができる。 

13 週 分  - に する ができる。 

14 週 レート 出 レート 出のことが説明できる。 

15 週 学 テスト  

16 週 テスト返却と解説 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 分 構 解 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C009 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 書：なし（ ント等） 
考書：  

学のためのス ト 解 法[ 2 ] M. Hesse か 学  
ース 学 説[ 2 ] Paula Y. Bruice 学  

書 にある 分 に する書 等 

担当者   

 
到達目標 

１．各分 の 理 用 について正しく説明することができる 

２． の分 より得ら る多 な情報を正しく解 することができる 

３． 学的 法にて 的分 の 3D を 成し情報を得ることができる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 各分 の 理

用 について、

レ ン を用いて

正しく説明することが

できる 

各分 の 理

用 について、

ある 説明するこ

とができる 

各分 の 理

用 について説

明することができな

い 

評価項目２ の分 より得

ら る多 な情報を正

しく理解し、正確に解

することができる 

の分 より

得ら る情報をある

解 することが

できる 

分 より得ら

る情報を解 するこ

とができない 

評価項目３ 学的 法を用い

て 的分 の 3D

を 成し、分

合 等の

正しい情報を得ること

学的 法を用

いて 的分 の 3D

を 成し、ある

の情報を得ること

ができる 

学的 法を用

いて 的分 の情報

を得ることができな

い 
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ができる 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 が多 合して 成 る分 、 の 類 構成

構 な な によ て 能 が する。 な 能

等を する で、分 が する 能を しておくこと

に である。 の分 の ましい のである一方、必

に て適した分 法を する必 がある。そのために

、各 分 の 理を理解した で 用することが必 不 欠であ

り、 らに得ら る を正確に解 できなけ ならない。 
 本 で 、 定 た分 に して自 で て レ ンテーシ

ョンを 。こ により情報 レ ンテーション能力を 。また、

な分 構 解 の 法および 理を理解し、 に得ら るス ト

等の から分 構 を 定する解 法を習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
板書中心 

注意点 本 で 学、物理、 学、 学、 物学等の 合的な

用知識が必 となる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ンス 本 の内容と を理解する。 
レ ンする各 分 の 、 レ ン

の 意 等を する。 

2 週 学  学 と の 理 用を理解す

る。 に して 、その分類 に

ついて 理解する。 

3 週 学（分 法） 学的 法である分 法の 理を理

解する。 フト を用いた 方法を習得

する。 

4 週 学（分 力学

法） 
学的 法である分 力学法の 理を

理解する。 フト を用いた 方法を習

得する。 
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5 週 レ ンテーション 1 する分 について レ ンテーショ

ンを 。また、 レ ン 外の学

を 。 

6 週 レ ンテーション 2 する分 について レ ンテーショ

ンを 。また、 レ ン 外の学

を 。 

7 週 レ ンテーション 3 する分 について レ ンテーショ

ンを 。また、 レ ン 外の学

を 。 

8 週 レ ンテーション 4 する分 について レ ンテーショ

ンを 。また、 レ ン 外の学

を 。 

9 週 レ ンテーション 5 する分 について レ ンテーショ

ンを 。また、 レ ン 外の学

を 。 

10 週 合物のス ト

解 1 
NMR、MS、IR 等のス ト 解 法を習得

する。 

11 週 合物のス ト

解 2 
NMR、MS、IR 等のス ト 解 法を習得

する。 

12 週 合物のス ト

解 レ ンテー

ション 1 

NMR、MS、IR 等のス ト より いた

合物の分 構 について レ ンテーシ

ョンを 。 

13 週 合物のス ト

解 レ ンテー

ション 2 

NMR、MS、IR 等のス ト より いた

合物の分 構 について レ ンテーシ

ョンを 。 

14 週 合物のス ト

解 レ ンテー

ション 3 

NMR、MS、IR 等のス ト より いた

合物の分 構 について レ ンテーシ

ョンを 。 

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70 30     100 

基礎的能力  15     15 
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専門的能力 70 15     85 

分野横断的能力        
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教科名 習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C010 科目区分  

授業形式 習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 1.5 

教科書／教材 適 ント  

担当者 出   

 
到達目標 

１． 学の 的な知識 を して， に内 する 題を 見し，その解 に

できること． 

２．学習成 を， を用いて論理的に説明できること． 

３． ら た の中で，課せら た課題に できること． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 的な知識

を して，

に内 する 題を的確

に ，その 題を解

できる方法を で

きる． 

学の 的な知

識 を して，

に内 する 題

を 見し，その解 を

解 できる事業

を できる． 

に内 する 題

を 見できない． し

く ， た事業

が， の 題解

と である． 

評価項目２ 学習成 を，適切な

を用い，明 かつ論

理的に説明できる． 

学習成 を， を用

いて論理的に説明で

きる． 

学習成 を， を用

いて論理的に説明す

ることができない． 
評価項目３ ら た の中で，

課せら た課題に

し，的確に できる． 

ら た の中で，

課せら た課題に

できる． 

ら た の中で，

課せら た課題に

することができな

い． 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 
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◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本 ， 的 と国 を た ， 専 知識と多

学 を た ， 力と を た を 成

するとい 学習 を， との りの中での を して，

成するために た のである． 

 ， で 業を 業とし， が でいる．

したが て， な課題である．そこで， とい 課題

を，本 で ， ， ， までの一 の を することで，

学的 学 的に解 する方法を り，また 業の を ことにより，

に できる を 成することを とする． 

 このよ な にた て，本 ， とい 課題に する解

を する． がかか る ま まな課題を解 するために

と で取り組むことで，コミュニケーション能力，課題 能力 課題

解 能力を ．また，課題について 学的 学 的 法で するこ

とにより，論理的 考能力 的 考能力を ． 

学内外に ス ー等で成 を し，活 な意見 を ことで学

の レ ンテーション能力を める． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 課 しく 長期 中に ．授業 の に て

の 業，レ ート 成， の な を ． に，

の 題を解 する事業に 的に る． 

注意点 本 学 的 で，そこで必 になる知識 学の に ま

る ので ない．したが て，日 の 的 題に 日 から を け

ていることが必 である． に， 方 をめ る 題 の 識が めら

る． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 ンテーション 本 の 的と構成， め方，ならびに 方

法等を知る． 

2 週 テー 定 自分が取り組みたいテー の を説明で
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きる． 

3 週 テー 定 自分が取り組みたいテー の を説明で

きる． 

4 週 の 題についての

理解を める活  
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できる． 

5 週 の 題についての

理解を める活                                                
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できる． 

6 週 の 題についての

理解を める活                                                
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できる． 

7 週 の成 と

の取り組み方 の確  
多面的に を理解した で， の取り組み

方 を説明できる． 

8 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

9 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

10 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

11 週 確  を めている事業 の を説明で

きる．その一方で， の不 分な を

識し， の方 を 正できる． 

12 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

13 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

14 週 レ ンテーション

くり 
的かつ論理的で， かり すい レ ンテ

ーション が 成できる． 

15 週 と  論理的で， かり すい レ ンテーションが

できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力     20  20 

専門的能力     50  50 
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分野横断的能力     30  30 
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教科名 習  

 
科目基礎情報 

科目番号 6C011 科目区分  

授業形式 習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 1.5 

教科書／教材 適 ント  

担当者 出   

 
到達目標 

１． 学の 的な知識 を して， に内 する 題を 見し，その解 に

できること． 

２．学習成 を， を用いて論理的に説明できること． 

３． ら た の中で，課せら た課題に できること． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 的な知識

を して，

に内 する 題を的確

に ，その 題を解

できる方法を で

きる． 

学の 的な知

識 を して，

に内 する 題

を 見し，その解 を

解 できる事業

を できる． 

に内 する 題

を 見できない． し

く ， た事業

が， の 題解

と である． 

評価項目２ 学習成 を，適切な

を用い，明 かつ論

理的に説明できる． 

学習成 を， を用

いて論理的に説明で

きる． 

学習成 を， を用

いて論理的に説明す

ることができない． 
評価項目３ ら た の中で，

課せら た課題に

し，的確に できる． 

ら た の中で，

課せら た課題に

できる． 

ら た の中で，

課せら た課題に

することができな

い． 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 
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◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本 ， 的 と国 を た ， 専 知識と多

学 を た ， 力と を た を 成

するとい 学習 を， との りの中での を して，

成するために た のである． 

 ， で 業を 業とし， が でいる．

したが て， な課題である．そこで， とい 課題

を，本 で ， ， ， までの一 の を することで，

学的 学 的に解 する方法を り，また 業の を ことにより，

に できる を 成することを とする． 

 このよ な にた て，本 ， とい 課題に する解

を する． がかか る ま まな課題を解 するために

と で取り組むことで，コミュニケーション能力，課題 能力 課題

解 能力を ．また，課題について 学的 学 的 法で するこ

とにより，論理的 考能力 的 考能力を ． 

学内外に ス ー等で成 を し，活 な意見 を ことで学

の レ ンテーション能力を める． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 課 しく 長期 中に ．授業 の に て

の 業，レ ート 成， の な を ． に，

の 題を解 する事業に 的に る． 

注意点 本 学 的 で，そこで必 になる知識 学の に ま

る ので ない．したが て，日 の 的 題に 日 から を け

ていることが必 である． に， 方 をめ る 題 の 識が めら

る． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 ンテーション 本 の 的と構成， め方，ならびに 方

法等を知る． 

2 週 テー 定 自分が取り組みたいテー の を説明で
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きる． 

3 週 テー 定 自分が取り組みたいテー の を説明で

きる． 

4 週 の 題についての

理解を める活  
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できる． 

5 週 の 題についての

理解を める活                                                
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できる． 

6 週 の 題についての

理解を める活                                                
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できる． 

7 週 の成 と

の取り組み方 の確  
多面的に を理解した で， の取り組み

方 を説明できる． 

8 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

9 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

10 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

11 週 確  を めている事業 の を説明で

きる．その一方で， の不 分な を

識し， の方 を 正できる． 

12 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

13 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できる． 

14 週 レ ンテーション

くり 
的かつ論理的で， かり すい レ ンテ

ーション が 成できる． 

15 週 と  論理的で， かり すい レ ンテーションが

できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力     20  20 

専門的能力     50  50 
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分野横断的能力     30  30 
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教科名 別 習  

 

科目基礎情報 

科目番号 6C012 科目区分  

授業形式 習 単位数 1-4 

開設学科 用物 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材  

担当者 本  

 

到達目標 

１． 習 において， から ら た課題に し，その本 を理解できること． 

２． 習 において， から ら た課題に し，自ら取り組み， 習 に

おいて する の課題を解 し，適切に することができること． 

３． 習の成 を およびレ ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

明確に理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できない． 

評価項目２ 習 において，

から ら た

課題に し， 的に取

り組むことができ， 習

において する

の課題を解 す

るための適切な が

できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，取り組むこ

とができ， 習 にお

いて する の

課題を解 するための

ができること． 

習 において，

から ら た

課題に し，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ 習の成 を

およびレ ートで

に説明できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること. 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻 を修 する学 ， 来的に ， として 業で く 能

が い．学外で 習を することで， 業での の ，すな

の 内容を に見 し，また一 を することによ て，

と のよ な のなのか学 で 得ら なか た情報が得ら

る．また，そのことにより 業 ， としての心構 を につけるこ

と できる．すな 業 の一日の 活日 から 事の分 ，各

の ， ら ならない ，そして の 業で ている

な 多 な情報が得ら る．ま に 一見に か である．ま

たその情報から みていま学 で学習しておく きことが明確に で

きると る．自分の 来の あるい のよ な 分 に

としているのか，そ に しい 習 を する必 がある． 業

の け ま まな 題を ているので， めに 習 の

を め， 業 とのコン トをとる必 がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

にて 習を ． 日の 習に ，し かり をして むこと． 

， 意を す． 

習 専攻 2 の ， 方との で適切な 日を び，   

 として授業期 に . 

習 45 を１単位として し， 単位まで める. 

習 学 を して各 業等に し， ン ーンシッ 定を で 

 . 

注意点 方法 習報 書および学外 習報 での により， の

について 合的に する．ただし，必 に て け からの

味する． 

習で ら た課題に して，その本 が たか． 

習で ら た課題に して，自ら取り組 だことが ていた

か． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 
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4 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報 書 成 た 習についてレ ートにまとめること

ができる． 

12 週 
報 書 成 た 習についてレ ートにまとめること

ができる． 

13 週 
成 習内容について のための が 成で

きる 

14 週 
成 習内容について のための が 成で

きる 

15 週  習内容を で説明でき， に して

できること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 学 別 Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A001 科目区分 必修 

授業形式 習  単位数 ６（学修単位，45/45） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材 課題に て各自 する. 

担当者 A  

 
到達目標 

１．（ の取組） の内容を理解し，自 的に を てて ことができる． 
２．（成 報 書） の 課題を し，適切な方法で を得て考察を ことがで

き， らに 適切な書 で成 報 書を 成できる． 
３．（成 ） を かり すく 成し，適切に説明することができる． 

ー ッ であり， に す(a) (l)の での な を ． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の 的意 を

理解し， を

なく する 理

を ，自 的に

を てて取り組むこと

ができる． 

の内容を理解

し，自 的に を

てて ことができ

る． 

内容が理解でき

，自 的に を

てることができない． 

評価項目２ の 課題を

し，適切な方法で

を得て考察を

ことができ， 来

すことができる．

らに 適切な書 で

成 報 書を 成でき

る． 

の 課題を

し，適切な方法で

を得て考察を

ことができ， らに

適切な書 で成

報 書を 成できる． 

の 課題

を し，適切な方

法で を得て考察

を ことができな

い．あるい 適切な

書 で成 報 書を

成できない． 

評価項目３ を かり

すく 成し，適切に説

を かり

すく 成し，適切に

を かり

すく 成し，適切に説
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明することができる

か， に 適切に

できる． 

説明することができ

る． 
明することができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

◎ -2(e)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

○B-2(d-1)(g)： 学の専 知識を く理解できること． 

○B-3(d-2)： 習等の内容を確 に できること． 

○C-2(h)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 日本 国を して 力し， の 国 として

に してきた．しかし 日，日本の 業 きな 期にあると

い ている．すな までの 量 が である よ

としている．こ からの の を に 量 することで

なくて， しい かをいかに， の の してつくるか

とい ，こ までに して 課題 見解 であることが め

ら ている． しい かをつくるために 力を できる能力を に

つける必 がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
別 Ⅰで 各自の つ テー に し， の で をす

すめる． 等専 学 本 で得た学識 を として， らに く

く専 知識を得るとと にその 合 と を り，より で 的に

考察する能力と を につけることを とする． 
 また の における の 論 成 の に して，自 の

を的確に に ることのできる能力， 成 を成 報 書とし

てまとめるにあたり，論理的な 力を につけることを 的とする． 

注意点 的な ら た 所で かぶ ので ない．日

活の中で に ントとなる のがないか す習 を につける必 が

ある．また ら た で ら ，長 中して 的に

ことが必 なこと 多い．各自で のある 別 を てて

しい． 
 

各 全てが 60 を合 とする． 
の取組 論文 成 の 3 つの を(a) (m)の によ て
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する． 
の取組（40 ）     

(a) に する文 を読む等して， 内容の理解に めたか（10 ） 
(b)自 的に を て 理 を て を たか（20 ）． 
(c) が した ン能力 成のための取組を たか（10 ）

成 報 書(30 )     
(d) 成 報 書 一 的な報 書の書き方に て書か ていたか（5 ）． 
(e) 成 報 書 ，文 ， 構成 レ トを めて，

適切に書か ていたか（5 ）．    
(f) 的 の課題 題を し， 来の との めて適

切に 定 ていたか（5 ）．    
(g) の方法 適切であ たか（5 ）．    
(h) 方法に い， が適切に得ら ているか（5 ）．  
(i) に する考察 適切にな たか（5 ）．   
成 (30 )     
(j) 一 的な書き方に て ていたか（5 ） 
(k) かり すく 成 ていたか（5 ）．   
(l) 内容の説明 適切であ たか（10 ）．    
(m) に する 適切であ たか（10 ）． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 活  自 的に を てて を め， 課題の

意 内容を理解し，成 を かり すくまと

め，説明できること。 

2 週   

3 週   

4 週   

5 週   

6 週   

7 週   

8 週   

9 週   

10 週   

11 週   

12 週   
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13 週   

14 週   

15 週   

期 

1 週   

2 週   

3 週   

4 週   

5 週   

6 週   

7 週   

8 週   

9 週   

10 週   

11 週   

12 週   

13 週   

14 週   

15 週 成 の  成 報 書を適切に 成した で，

を かり すく 成し，説明 を適切

に ことができること。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30  40 30  100 

基礎的能力        

専門的能力  20  30 20  70 

分野横断的能力  10  10 10  30 
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教科名 学 英語 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A002 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 ２ 

教科書／教材 定した英語文 のコ ー等を する。 

担当者 田 ，  とみ 

 
到達目標 

１． 論文等の 読による読解力を習得できる。 
２．英語文 の理解と習得により、 な専 的知識を く理解できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 論文等の 読によ

る読解力をより く習

得できる。 

論文等の 読に

よる読解力を習得で

きる。 

論文等の 読に

よる読解力を習得で

きない。 

評価項目２ 英語文 の理解と習得

により、 な専 的

知識を正しい語 を

用してより く理解で

きる。 

英語文 の理解と習

得により、 な専

的知識を く理解で

きる。 

英語文 の理解と習

得により、 な専

的知識を理解できな

い。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 学および 学の 、国内のみなら 、 ながら 外で に

しており、 の を ていくに 、 外国の をい

く修得する必 がある。 、こ らの 論文 英語が多 を めてい

る。そのため、 外の 報 書および英語による 論文等を

読し理解する能力が必 となる。 
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この の 、本 での英語の授業を て修得した英語文 の読

解力を に せるとと に、 な専 的知識を習得できることであ

る。そのため、 学 英語で 英語文 の を い、 的に

した文 をレ ートとしてまとめる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
きく 、構 の 2 つに分け、各 において のあ

る英語文 を用いて、 が していく。 

注意点 別 のテー に した専 用 学、 学、 用物理学等

の知識が必 であるし、また文 を読み、論文をまとめるために必 な国

語力 英語力を必 とする。そのため、 別 テー に した の

予習および 習が 切となる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ンスおよび文

 
授業の について理解できる。また、 す

る英語文 を できる。 

2 週 業 
 

した英語文 について内容を く理解で

きる。 

3 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

4 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

5 週 中 出 した英語文 について 30% の内容を

く理解できる。 

6 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

7 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

8 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

9 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

10 週 中 出 した英語文 について 60% の内容を

く理解できる。 

11 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

12 週 業 した英語文 について内容を く理解で
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きる。 

13 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

14 週 業 した英語文 について内容を く理解で

きる。 

15 週 出  
16 週 レ ート返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 別 習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A003 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２ (学修単位，30/45) 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 ２ 

教科書／教材 になし 

担当者  修一，   

 
到達目標 

１．コン の において、課題の理解 ができる。 
２．課題の解 が 的であり、 的に けできる。 
３. コン トと 題解 方法を明確にでき、 きつける レ ンテーションができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ コン において、よく

課題を理解し、適切な

ができる。 

コン において、課題

の理解 ができ

る。 

コン において、課題

の理解 ができな

い。 

評価項目２ 課題の解 が 的で

あり、 的に け

できる。 

課題の解 だいた

い的を ており、

的に けできる。 

課題の解 が的を

ておら 、 的に

けできない。 

評価項目３ コン トと 題解

方法が明 であり、

きつける レ ンテー

ションができる。 

コン トと 題解

方法が 、 レ

ンテーションがで

きる。 

コン トと 題解

方法 明確でなく、

レ ンテーション

る。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

 
教育方法等 

概要 本 の 習 および 業 あるい 構 習 、

習 を て修得した 力を らに せ、学外の
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学 が する コン に し、一 で 用する

の 力を 得することが本 の である。 

 取り組むコン のテー に ながら、 の と の

を 察して、 来に を けた らしい のある 的な の、ある

い 的に けのある のでなけ なら 、コン トと 題解

方法を明確にし、 レ ンテーションな に 意した意 的な をつく

りあ ることが である。なお、コン 専 により、 、構

、 より各 が し、そ が 定するコン に する。 

 とするコン 、 日本 学 の コン 、構

専 の全国 等専 学 構 ンコン 、 前 の 専

ないし 業 の ンコン テ ション

である。 ていること、そして、 専 学 、 学 が

たる にな ており、 いレ の が めら ているためであ

る。 、学 の により のコン の めるが、 に

た 業量 の のでなけ ならない。 したいコン のレ

が か か 、専攻 の し出により で する。 

 なお、 コン の め切り日によ て、 業に てる期 する

能 がある。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
習中心 

注意点 本 の 習 および 業 、 構 習 、

習 で修得した能力を とするが、 らに、こ までの専

で学 だ知識を 合すること とより、 業 日本 学 で が

めら ているかを に意識することが である。予習として、 ス

ス を めてくること。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週  (1) 授業 び内容

説明、コン 課題の

と ー 分け  

コン 課題の 定と ー 定 

2 週 (2) と ス

ッション 

コン 課題を読み解き、 のコン 課題を

することができる。 

3 週   

4 週  課題が理解し、説明できる 

5 週 (3) ー ス

ッションと レーンス

ー を 成し、構 を ることがで

きる。 
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トーミング  

6 週   

7 週  構 をまとめることができる。 

8 週 (4) 構 の ス ス

ッ 、 ス ッシ

ョン 

的な に とし、 し、修正することが

できる。 

9 週   

10 週 (5) 面 成  レ ンテーション用 面に ることが

できる。 

11 週   

12 週 面 ッ と修正  

13 週   

14 週  レ ンテーション用 面をつくることがで

きる。 

15 週 (6) の 出と  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 

 

合計 

総合評価割合      100 100 

基礎的能力        

専門的能力      100 100 

分野横断的能力        
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教科名 別 習Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A004 科目区分 必修 

授業形式 習 単位数 ２ 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材  

担当者  ， 田  

 

到達目標 

１． 習 において， から ら た課題に し，その本 を理解できること． 

２． 習 において， から ら た課題に し，自ら取り組み， 習 に

おいて する の課題を解 し，適切に することができること． 

３． 習の成 を およびレ ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

明確に理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できない． 

評価項目２ 習 において，

から ら た

課題に し， 的に取

り組むことができ， 習

において する

の課題を解 す

るための適切な が

できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，取り組むこ

とができ， 習 にお

いて する の

課題を解 するための

ができること． 

習 において，

から ら た

課題に し，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ 習の成 を

およびレ ートで

に説明できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること. 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること. 

 

182



教育方法等 

概要 専攻 を修 する学 ， 来的に ， として 業で く 能

が い．学外で 習を することで， 業での の ，すな

の 内容を に見 し，また一 を することによ て，

と のよ な のなのか学 で 得ら なか た情報が得ら

る．また，そのことにより 業 ， としての心構 を につけるこ

と できる．すな 業 の一日の 活日 から 事の分 ，各

の ， ら ならない ，そして の 業で ている

な 多 な情報が得ら る．ま に 一見に か である．ま

たその情報から みていま学 で学習しておく きことが明確に で

きると る．自分の 来の あるい のよ な 分 に

としているのか，そ に しい 習 を する必 がある． 業

の け ま まな 題を ているので， めに 習 の

を め， 業 とのコン トをとる必 がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

にて 習を ．期 10日 である． 

日の 習に ，し かり をして むこと． 

注意点 本 で 、 的な学習に力 が か ているため、 分な学外 習の

を取ることができなか たが、専攻 で 用力を につけるために

、こ を必修の 別 習として位 けている．本 で学 だことおよ

び専攻 で学習していることを、 の で 的に学習することに意

がある．また、専攻 修 、 で する 合の の内容を知

ることによ て、専攻 で学ぶ学 の必 、 を 識して ら た

めの けとして 意味があるし、学 で 学びにくい の 事の

な内容、そ に する 業の取り組み方、組 の な を考察 せ

ることに意味がある． 

 

方法 習報 書および報 での により， の につい

て 合的に する．ただし，必 に て け からの 味

する． 

習で ら た課題に して，その本 が たか． 

習で ら た課題に して，自ら取り組 だことが ていた

か． 

適切に 成 ていたか． 
習内容等を説明することができたか． 

に する 適切であ たか． 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

13 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

14 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

15 週  習成 について， を い で説

明でき， に して できること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 システ 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A005 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45 ） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 必 に て ントを するが， の 考書をあ せて して し

い． 
考書： 

構   17  学 田 見 コ  

学シ ー  9   構 解 田明徳 出

 

のス ト 解 出  

学  2 一 田 出  

学 論 田 出  

シ ー 学 の  から学ぶ 物の

田 田 正 書   

担当者   

 
到達目標 

1 ． 解 の理論を理解して，既 の グラ を 用できる． 
2 ． 学の分 における な を理解できる． 
3 ． ッ の意 を理解できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 解 の理論を

理解して，既 の

グラ により 単な

解 ができる．  

解 の理論

を理解して，既 の

グラ を 用でき

る． 

解 の理論

を理解できていない． 

評価項目２ 学の分 における

な を説明で

きる． 

学の分 におけ

る な を理

解できる． 

学の分 におけ

る な を理

解できていない． 

評価項目３ ッ の意 を理 ッ の意 を ッ の意 を
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解して， ッ を

成できる． 
理解できる． 理解できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本 ，  5 学 次に習得した 学に く のであり， 構

物の 解 法，各 に する および ッ につい

て理解できることを 的としている． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
解 について ， 論 解 方法について説明したの に解

を する．各 に する について ，書 トから

各自で たの ， レ ンテーションを 成 する． ッ に

ついて ， とする 所で したの ，得ら た情報を 用して ッ

を 成する．  

注意点 な の物理的知識および 学の知識を必 とする． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ンス 本 の意 め方な について説明する

ので，内容を理解できる．  

2 週 構 物の

解 1 
解 を することにより，

解 に する知識 その 法を習得できる．あ

せて，FORTRAN による グラミングに

ついて習得できる． 

3 週 構 物の

解 2 
正 による 解 を理解できる． 

4 週 構 物の

解 3 
正 による 解 を理解できる． 

5 週 構 物の

解 4 
正 による 解 を理解できる． 

6 週 構 物の

解 5 
による 解 を理解できる． 

7 週 構 物の

解 6 
による 解 を理解できる． 
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8 週 構 物の

解 7 
による 解 を理解できる． 

9 週 構 物の

解 8 
正 および による 解

をレ ートにまとめることができる． 

10 週 

な の 1 
の な の各

を各自で することにより， 学の分

におけるそ らの の を理解できる．

得ら た情報を とに， レ ンテーションを

成できる． 

11 週 

な の 2 
成した レ ンテーションを できる． 

12 週 ッ の 成 1 ッ の 成方法を理解できる． 

13 週 ッ の 成 2 ッ の 成意 を理解して， を

できる． 

14 週 ッ の 成 3 ッ の 成意 を理解して， を

できる． 

15 週 ッ の 成 4 した ー を とに， ッ を 成で

きる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  15   85  100 

基礎的能力        

専門的能力  15   85  100 

分野横断的能力        

 

188



教科名 論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A006 科目区分  

授業形式 授業 単位数 ２(学修単位，15/45) 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ま て むこと しい 出  

 必 に て 書 外に 考になる を各自 してレ ートする。 

担当者   

 
到達目標 

１．コー ラテ 前の 合 におけるコミュニテ 成の 法を説明できる。 

２． の意味、 システ を説明できる。 
３． の -コー ラテ のありよ を説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ コー ラテ 前の

合 におけるコミ

ュニテ 成の 法を

分に説明できる。 

コー ラテ 前

の 合 における

コミュニテ 成の

法を説明できる。 

コー ラテ 前

の 合 における

コミュニテ 成の

法を説明できない。 

評価項目２ の意味、 シス

テ を 分に説明でき

る。 

の意味、 シス

テ を説明できる。 
の意味、 シス

テ を説明できない。 

評価項目３ の -コ

ー ラテ のあ

りよ を 分に説明で

きる。 

の -コ

ー ラテ の

ありよ を説明でき

る。 

の -コ

ー ラテ の

ありよ を説明でき

ない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 
教育方法等 
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概要  こ までの不 定多 とい 理 による、 なき、 論す 、

単なる くり的 き まり、 的に 各 で をき

たしている。こ を する方 として 、 を らかの で 成

すること、つまり、 が だけ の になり るかが と考

ら 、この を に取り める ラン ーとしての自

を すことが本 の である。そ そ 、 用 の

を 、そ に た を することが であるが、 に

用 の 自 が明確でない 合が多い。つまり、 い ると 用

自 が 活を ー できていない。したが て、こ までのよ に

用 の した を て を するとい 論理で しき

なくな ており、 らに一 論理を めて 用 とと に 的 を

せる必 がある。  

 この 的 を せるとい こと に 活を ることに

かならない。したが て、 に ら 、 用 と

と に 活を り ることに ら ならなくな ており、この

を 成する意味 きい。 

 合 の すでに本 3 の で学習しているが、そ

こ までの 理論に き の 活を 的に 、 合

面 面構成な 物のありよ を中心にした のである。本

その であるが、むし 、 の 合 活( )その のを 題にして

いる。その意味で 、 で学習した について その とし

て位 けることができる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
学 のレ ート中心に ミ で確 して く。 

注意点 本 で学 だ の知識 前 として必 である。 の の

専 の知識 そ 必 なく、 の 成を とするので、む

し 、 の 学、 学、心理学な の知識を必 とし、また、

各 のま くり の な 考になる。学 のレ ートを中心

に ミ で めるので、必 予習し、レ ートすること。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 [1] ンテーショ

ン 

 授業の と を

説明し、授業の め方を

授業の と を理解し、説明できる。 
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める。 本的に 、学

が分 した 書の

をレ ートにまと

め し、そ について

全 で 論する を

とる。 

2 週 [2] こ までの 合

の と   

 こ までの く

りに した 合

について、 の

成が の 考 ら

ていたかを す

る。 

の 的構成論、 、コ ンス ー

ス 、 、 面について確 でき

るが、 的にそ ら の けのみで 、

コミュニテ 成の 的 の 成とい

より 活 題の 的あるい 的解

しか たら 、 の ート的 でしか

なか たことを説明できる 

 
3 週   

4 週   

5 週 [3] の意味と

  

 が 得し

た 文 であり、その

と ( の し

と し )を考

る。 

本にみる 文 の と との ッ 、

ット 、 活 、 ミ 理な に まり

物の 用方法な 、 活が 的に

的に 理 る中で、 の 活 の

を確 することが めら ていること、

また、 の に け合いとしての

の 面と で らす し があり、 の

ラ フス を み出す 的な が

成 、 構成 の な 出(

け)の力を りて の 的 し が 出で

きることを知り、こ らを ま 、 のよ

な システ ( の 理とコミュニテ

成)が めら るかを考 、説明できる。 

6 週   

7 週   

8 週 [4] とし

てのコー ラテ

  

 の

の事 としてコー

、 と ラン ー 、

と の きかけを学ぶ中から

ラン ーと との りを考 、説明で

きる。 
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ラテ の 前

から までの

を学習する。 

9 週   

10 週   

11 週   

12 週 コー ラテ の

を る。 
コー ラテ が く しつつあり、ま

た、 な 類、 が み出 ていること

を理解し、説明できる。 

13 週   

14 週   

15 週 期  

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 都市・空間デザイン論 
 
科目基礎情報 

科目番号 6A007 科目区分 選択 
授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 建築学専攻 対象学年 ６ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 適宜プリント配付 
副読本：J. ゲール著・北原訳『人間の街』鹿島出版，シビックプライド研
究会編著『シビックプライド２（国内編）都市と市民のかかわりをデザイン

する』，伊藤他『都市計画とまちづくりがわかる本』彰国社 
担当者 加藤 浩司 

 
到達目標 

１．サスティナブルデザインの重要性とそこで大切になる考え方について説明できること。 
２．自分の立場を明確にし，建築・都市のデザインをめぐる動向を説明できること。 
３．多様な主体による協働作業としての都市・地域デザインについて説明できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ サスティナブルデザイ

ンの重要性とそこで大

切になる考え方につい

て，的確かつ詳細に説

明できること。 

サスティナブルデザ

インの重要性とそこ

で大切になる考え方

について説明できる

こと。 

サスティナブルデザ

インの重要性とそこ

で大切になる考え方

について説明できな

い。 
評価項目２ 自分の立場を明確に

し，主体的な文献研究

等を通じて建築・都市

のデザインをめぐる動

向を深く理解し，説明

できること。 

自分の立場を明確に

し，建築・都市のデザ

インをめぐる動向を

説明できること。 

自分の立場を明確に

し，建築・都市のデザ

インをめぐる動向を

説明できない。 

評価項目３ 多様な主体による協働

作業としての都市・地

域デザインについて，

的確かつ詳細に説明で

多様な主体による協

働作業としての都

市・地域デザインにつ

いて説明できること。 

多様な主体による協

働作業としての都

市・地域デザインにつ

いて説明できない。 
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きること。 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：工学の専門知識を深く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本科目では，これからの時代に呼応した豊かな都市空間を創造する方法

と，そこにおけるポイントを理解するため，以下の３点について授業を行

います。 
（１）課題１：サスティナブルデザイン事例研究 
 サスティナブルな都市づくりに貢献する都市デザイン事例，建築デザイ

ン事例についての研究を行い，各人の成果をもって受講者でディスカッシ

ョンを行う。 
 なお，サスティナブルデザインについて理解を深めることは，これから

の「都市・空間デザイン」を考えるうえでは欠かせない。 
（２）課題２：建築・都市のデザインに関する講演の聴講とそのまとめ 
 建築・都市のデザインをめぐる動向を理解するため，それに関わる専門

家の講演を聴講する。スケジュールの都合上，講演を聴講できない場合は，

建築・都市のデザインに関する DVDを見る。 
（３）課題３：都市・地域デザイン事例研究 
 多様な主体による協働作業として都市・地域デザインを捉え，事例研究

を行う。このことを通じて，多様な主体による協働作業として都市・地域

デザインの進め方と，その過程で大切になる視座とポイントを理解する。 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
本科目では，授業時間外にデータ収集やまとめなどをしてもらい，授業

時間に，その内容についてのチェックを行う。そして，情報の補足・解説

と，受講者間での情報共有を図る。授業時間中に有意義な意見のやり取り

ができるよう，各自しっかりと準備をして授業に臨むこと。 
 また，本科目では，現地踏査や講演聴講のため，授業時間外を使って課

外活動に出かける（出かけてもらう）こともありえる。 

注意点 基本的に計画系分野の科目ですが，本科目の対象はその枠内にとどまる

ものではない。本科目が対象とする都市空間は，そこにある要素群や地域

の人々のくらしだけでなく，それらの背景にある歴史文化の蓄積なども含

めて多様な条件の上に成り立つものであり，その秩序を解読するには広い

視野と知識が必要だからである。 
こうした都市空間を扱う本科目は，これまで学んだ授業の成果はもちろ

ん，日常生活で得た知識・経験の上にも成り立つものである。 
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 本科目を履修した人には，引き続き「景観設計論（建築学専攻２年生対

象）」も履修することを期待する。 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1週 オリエンテーション 本科目の目的と構成，進め方，ならびに評価方

法等を知る。 
2週 サスティナブルデザイ

ン事例研究 
サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 
3週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（レポート発

表会） 

サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 

4週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（レポート発

表会） 

サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 

5週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（ディスカッ

ション） 

サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 

6週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（総括） 
サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 
7週 建築・都市のデザインに

関する講演の聴講 
自分の立場を明確にし，建築・都市のデザイン

をめぐる動向を説明できること。 
8週 建築・都市のデザインに

関する講演の聴講（内容

についての情報共有） 

自分の立場を明確にし，建築・都市のデザイン

をめぐる動向を説明できること。 

9週 建築・都市のデザインに

関する講演の聴講（発表

会） 

自分の立場を明確にし，建築・都市のデザイン

をめぐる動向を説明できること。 

10週 都市・地域デザイン事例

研究（ビデオ講義：合意

形成の仕組み） 

多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 

11週 都市・地域デザイン事例

研究（ビデオ講義：コミ

ュニティ主体の開発） 

多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 

12週 都市・地域デザイン事例

研究（レクチャ：事例紹

多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
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介） 
13週 都市・地域デザイン事例

研究（ミーティング） 
多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
14週 都市・地域デザイン事例

研究（ミーティング） 
多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
15週 発表会と最終総括 多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     90  90 

分野横断的能力     10  10 
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教科名 構 解 学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A008 科目区分  

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，15/45） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 めての 構 および のテ スト ，学 出

 

担当者  修一 

 

到達目標 

１．構 解 フト（ フレー ）を い，構 物の解 ができる． 

２．構 解 フト（ フレー ）を い， 専 コン（構 ） の

ができる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベ

ルの目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

  

 

 

 

構 解 フト（

フレー ）を い，

構 物の解 ができ，

らにその の意

味を，専 用語を用い

的確に説明できる． 

構 解 フト

（ フレー

）を い，構

物の解 ができ

る． 

構 解 フト（

フレー ）を い，

構 物の解 がでな

い． 

評価項目２ 

 

 

 

構 解 フト（

フレー ）を い，

専 コン（構

） の

ができ， らにその

の意味を，専 用語

を用い的確に説明で

きる． 

構 解 フト

（ フレー

）を い， 専

コン（構

） の

ができる． 

構 解 フト（

フレー ）を い，

専 コン（構

） の

ができない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 分 を く理解できること． 
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教育方法等 

概要 構 ，構 解 フトを的確に 用しなけ ならない。

その 必 となること ， の構 物の適切な と，解 の

適切な である。 

本授業で ，構 解 フト（ フレー ）を て，構 物の

本的な を理解した で， 専 コン構 構 物を解 し，その

力を する。 らに， と することにより，よりよい

， 法を考 る。 

なお， 1が前 の授業内容， 2が の授業内容であ

る． ， とレ ートの内容によ て し， 合

の合 が 60 の 合，合 となる． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

構 解 フト（ フレー ）の 用 能な を る．またそ

の ニュ を する．授業で ，その フト を て， あ

るい 2 のグ ー で各課題に取り組む． 

注意点 構 力学および 力学の知識が必 である．構 解 フト（

フレー ）の ニュ を用いて，予習をすること． 

 

授業計画 

 週 授業内容 方法  

期 

1 週 授業の 説明 授業の が理解できる． 

2 週 構 解 フト（

フレー ）の 1 

フレー の い方が理解できる． 

3 週 構 解 フト（

フレー ）の 2 

フレー の 題が解 でき，その

を できる． 

4 週 構 解 フト（

フレー ）の 3 

に で解いた 構 物（

構 物）を フレー で解き，その

を できる． 

5 週 構 解 フト（

フレー ）の 4 

の を できる． 

6 週 心 ， ，

の 習 1 

フレー による解 を用いて，

心 ， ， の意味を理解できる． 

7 週 心 ， ，

の 習 2 

フレー による解 を用いて，

心 ， ， の を できる．  

8 週 心 ， ，

の 習 3 

フレー による解 を用いて，

心 ， ， の を できる． 
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9 週 専 コンの構

の解 1 

のある 専 コンの構 を

解 として 定し，その解 を構

する． 

10 週 専 コンの構

の解 2 

を解 する． 

11 週 専 コンの構

の解 3 

解 から， の 力と 構

を 定し， と する． 

12 週 専 コンの構

の解 4 
． 

13 週 専 コンの構

の解 5 

解 の の をする。 

14 週 専 コンの構

の解 6 

解 を的確に する． 

15 週 解 レ ートを修正し， 出する． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30   70  100 

基礎的能力        

専門的能力  20   50  70 

分野横断的能力  10   20  30 
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教科名 コン ート構 論 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A009 科目区分  

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，15/45） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 構 の 日本 学 ，日本 学  

担当者  修一 

 

到達目標 

１．既 の についてまとめ，説明できる． 

２． コン ート構 の についてまとめ，説明できる． 

３． 構 ， 構 および の ， 構 の についてまとめ，説

明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目

安（不可） 

評価項目１ 

  

書に す，既 の

についてまと

め，説明でき， に

して 的確に返 で

きる． 

書に す，既 の

についてま

とめ，説明できる． 

書に す，既

の につい

てのまとめ 説明

ができない． 

評価項目２ 

 

書に す， コ

ン ート構 の

についてまとめ，

説明でき， に し

て 的確に返 でき

る． 

書に す， コ

ン ート構 の

についてまと

め，説明できる． 

書に す，

コン ート構

の につい

てのまとめ 説明

ができない． 

評価項目３ 

 

構 ， 構

および の

， 構 の

についてまとめ，

でき， に して

的確に返 できる． 

構 ， 構

および の

， 構 の

についてまとめ，説

明できる． 

構 ， 構

および

の ， 構

の について

のまとめ が

できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 の の から， コン ート構 物の

的に 一 と にな てきている。そこで，本 の コン ート

構 の コースと位 けるこのコースで ， のことを に授

業を める． 

1)既 の についてまとめ，説明できること． 

2) コン ート構 等の についてまとめ，説明できるこ

と． 

3） 構 ， 構 および の ， 構 の

についてまとめ，説明できること． 

， とレ ートの内容によ て し， 合

の合 が 60 の 合，合 となる． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

授業 による とする。 書である日本 学

構 の を い授業 する． 内容を，レ ートとして

まとめ， に すること． 

注意点 構 力学， 力学，構 ， コン ート構 ， 構 および

構 な の知識が必 である． の を い，予習しておくこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 授業の 説明 この授業の め方な について説明す

る． 構 に する，各 課題の

説明と を する。 

2 週 と について と について説明できる． 

3 週 既 の につい

て 1 

の と 構 の について説明で

きる． 

4 週 既 の につい

て 2 

構 の について説明できる． 

5 週 既 の につい

て 3 

構 の と の について

説明できる． 

6 週 コン ート構

の 1 

コン ート構 の 力 について説

明できる． 
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7 週 コン ート構

の 2 

コン ート構 の の方法につ

いて説明できる． 

  

8 週 コン ート構

の 3 

コン ート構 の について説

明できる． 

 

9 週 コン ート構

の 4 

コン ート構 の 修について説

明できる． 

10 週 構 の 1 構 の について説明できる． 

11 週 構 の 2 ． 

12 週 構 の 1 構 の について説明できる． 

13 週 構 の 2 ． 

14 週 の  の について説明できる． 

15 週 構 の について説明できる．   

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30   70  100 

基礎的能力        

専門的能力  20   50  70 

分野横断的能力  10   20  30 
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教科名 習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A010 科目区分  

授業形式 習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 1.5 

教科書／教材 適 ント  

担当者 A  

 
到達目標 

１． 学の 的な知識 を して を し， ー を分 し， 学的に

考察できること。 

２．学習成 を， を用いて論理的に説明できること。 

３． ら た の中で，課せら た課題に できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 的な知識

を して的確に

を し，

ー を正確に分

し， 学的に く考察

しできる。 

学の 的な知

識 を して

を し，

ー を分 し， 学的

に考察できる。 

した の

内容， しく ，得ら

た ー の分 に

な欠 がある。 

評価項目２ 学習成 を，適切な

を用い，明 かつ論

理的に説明できる。 

学習成 を， を用

いて論理的に説明で

きる。 

学習成 を， を用

いて論理的に説明す

ることができない。 
評価項目３ ら た の中で，

課せら た課題に

し，的確に できる。 

ら た の中で，

課せら た課題に

できる。 

ら た の中で，

課せら た課題に

することができな

い。 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 
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◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 事業で ，ま なか を中心とし，多 が りな

す活き活きとしたコミュニテ が つつある。そこで，本 で ，

ま なか び の 整 について考 る。 
 的に ，ま なか び の について 的な課題

を見出すための を する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 ， 課 長期 中に 。授業 の に て

の 業，レ ート 成， の な を 。授業 外に ，

的に に き，情報 活 に めること。 

注意点 本 ， の であるが，そこで必 になる知識

の に まる ので ない。 て， の き ，日 の

的 題に 日 から を けていることが必 である。 に， 方

をめ る 題 の 識が めら る。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

 

前期 

or 

期 

1 週 ンテーション 本 の 的と構成， め方，ならびに 方

法等を知る。 

2 週 の  の を説明できること。 

3 週 ま なか をめ

る  
ま なか をめ る を説明できるこ

と。 

4 週 の との  の との を て，

事業について理解できること。 

5 週 の との                                                の との を て，

事業について理解できること。 

6 週 の成 と

の取り組み方 の確  
多面的に を理解した で， の取り組み

方 を説明できること。 

7 週 の  課題解 のために必 な を， 的な取り

組みにより できること。 

8 週 の  課題解 のために必 な を， 的な取り
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組みにより できること。 

9 週 の  課題解 のために必 な を， 的な取り

組みにより できること。 

10 週 の  課題解 のために必 な を， 的な取り

組みにより できること。 

11 週 ー 分 と考察 で得た ー を適切な方法で分 し，適切

な方法で考察できること。 

12 週 ー 分 と考察 で得た ー を適切な方法で分 し，適切

な方法で考察できること。 

13 週 ー 分 と考察 で得た ー を適切な方法で分 し，適切

な方法で考察できること。 

14 週 レ ンテーション

くり 
的かつ論理的で， かり すい レ ンテ

ーション が 成できること。 

15 週 と  論理的で， かり すい レ ンテーションが

できること。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     70  70 

分野横断的能力     30  30 
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教科名 習  

 
科目基礎情報 

科目番号 6A011 科目区分  

授業形式 習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数 1.5 

教科書／教材 適 ント  

担当者 A  

 
到達目標 

１． 学の 的な知識 を して， に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できること。 

２．学習成 を， を用いて論理的に説明できること。 

３． ら た の中で，課せら た課題に できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学の 的な知識

を して，

に内 する 題を的確

に ，その 題を解

する で， の

い事業 を考 で

きる。 

学の 的な知

識 を して，

に内 する 題

を 見し，その解 に

する事業 を

考 できる。 

に内 する 題

を 見できない。 し

く ， た事業

が， の 題解

と である。 

評価項目２ 学習成 を，適切な

を用い，明 かつ論

理的に説明できる。 

学習成 を， を用

いて論理的に説明で

きる。 

学習成 を， を用

いて論理的に説明す

ることができない。 
評価項目３ ら た の中で，

課せら た課題に

し，的確に できる。 

ら た の中で，

課せら た課題に

できる。 

ら た の中で，

課せら た課題に

することができな

い。 
 
学科の到達目標項目との関係 
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◎B-3(d-2)： 習等を確 に できること． 

◎C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

B-4(d-1)： 学の学 的知識を専 知識に活用できる に習得すること． 

C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

C-2(e)(h)(i)： な 題に できる ン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本 で ， な の 題解 を る で 用な事業の を

学の から 。その で ， に で めら ている，

の 題解 を る事業に学 が自ら して することを と

する。その らい ， を て， が る 題を的確に理解

するとと に，その解 に ， が必 かをつかみとることにある。こ

ら成 を活かし， の 題解 を る で 用な事業 の を

学の から 。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 課 長期 中に 。授業 の に て の

業，レ ート 成， の な を 。その ，多 な

が める の 題を解 する事業に 的に ること。 

注意点 本 ， の であるが，そこで必 になる知識

の に まる ので ない。 て， の き ，日 の

的 題に 日 から を けていることが必 である。 に， 方

をめ る 題 の 識が めら る。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 ンテーション 本 の 的と構成， め方，ならびに 方

法等を知る。 

2 週 テー 定 自分が取り組みたいテー の を説明で

きる。 

3 週 テー 定 自分が取り組みたいテー の を説明で

きる。 

4 週 の 題についての

理解を める活  
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できること。 

5 週 の 題についての

理解を める活                                                
の 題解 を る事業に し， の

題について く理解できること。 

6 週 の 題についての の 題解 を る事業に し， の
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理解を める活                                                題について く理解できること。 

7 週 の成 と

の取り組み方 の確  
多面的に を理解した で， の取り組み

方 を説明できること。 

8 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できること。 

9 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できること。 

10 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できること。 

11 週 確  を めている事業 の を説明で

きること。その一方で， の不 分な

を 識し， の方 を 正できること。 

12 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できること。 

13 週 の 題解 に

する事業  
に内 する 題を 見し，その解 に

する事業 を考 できること。 

14 週 レ ンテーション

くり 
的かつ論理的で， かり すい レ ンテ

ーション が 成できること。 

15 週 と  論理的で， かり すい レ ンテーションが

できること。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     70  70 

分野横断的能力     30  30 
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教科名  

 

科目基礎情報 

科目番号 6A012 科目区分  

授業形式 習 単位数 1-4 

開設学科 学専攻 対象学年 ６ 

開設期  週時限数  

教科書／教材  

担当者  ， 田  

 

到達目標 

１． 習 において， から ら た課題に し，その本 を理解できること． 

２． 習 において， から ら た課題に し，自ら取り組み， 習 に

おいて する の課題を解 し，適切に することができること． 

３． 習の成 を およびレ ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

明確に理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，その本 を

理解できない． 

評価項目２ 習 において，

から ら た

課題に し， 的に取

り組むことができ， 習

において する

の課題を解 す

るための適切な が

できること． 

習 において，

から ら た

課題に し，取り組むこ

とができ， 習 にお

いて する の

課題を解 するための

ができること． 

習 において，

から ら た

課題に し，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ 習の成 を

およびレ ートで

に説明できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できること． 

習の成 を

およびレ ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)： を せるための課題の 理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)： 学の専 知識を く理解できること. 

○C-1(d-3)： を せるための課題の 理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻 を修 する学 ， 来的に ， として 業で く 能

が い．こ までに学 できたことを活かしつつ，より 的， 的に，

学外での 習に取り組むこと ， な 面で，かけが のない にな

る である. 

本 ， 定の期 に るのでなく， け と 整をしながら，

日 的に学外での 習を い， み ら たその成 について する

のである. 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

にて 習を ． 日の 習に ，し かり をして むこと． 

， 意を す． 

習 専攻 ２ の ， 方との で適切な 日を び，

として授業期 に . 

習 45 を１単位として し， 単位まで める. 

習 学 を して各 業等に し， ン ーンシッ 定を で

. 

注意点 別 習Ⅰ 必修であるが，本 である。 修にあた て ，

的かつ 的な取り組み ，そして 的に物事を めることがで

きる力が めら る. 

方法 習報 書および報 での により， の につい

て 合的に する．ただし，必 に て け からの 味

する． 

習で ら た課題に して，その本 が たか． 

習で ら た課題に して，自ら取り組 だことが ていた

か． 

適切に 成 ていたか． 
習内容等を説明することができたか． 

に する 適切であ たか． 

 

授業計画（２単位の 合 単位） 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

期 

1 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 
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4 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
での 習 習 において， から ら

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報 書 成 習成 について，レ ートにまとめること

ができること． 

13 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

14 週 
成 習成 について， のための を 成

できること． 

15 週  習成 について， を い で説

明でき， に して できること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        

 

 

211


	H28 専攻科1年シラバス表紙
	目次
	課程表＋系統図
	シラバス目次
	シラバス
	6Z001 英語コミュニケーションⅠ
	6Z002 英語コミュニケーションⅡ
	6Z003 技術者倫理
	6Z004 科学技術英語
	6Z005 地球環境と人間
	6Z006 応用解析Ⅰ
	6Z007 応用解析Ⅱ
	6Z008 応用数理Ⅰ
	6Z009 現代物理
	6Z010 現代化学
	6Z011 合同特別実験
	6Z012 創造設計合同演習
	6Z013 工業基礎力学
	6Z014 実用情報処理
	6Z015 機械システム要素
	6Z016 メカトロニクス概論
	6Z017 電気電子工学概論
	6Z018 情報システム
	6Z019 地域協働特論
	6S001 生産情報システム特別研究Ⅰ
	6S002 生産情報システム技術英語
	6S003 生産情報システム特別実験
	6S004 基礎設計特別演習
	6S005 特別実習Ⅰ
	6S006 エネルギー変換工学
	6S007 応用流体工学
	6S008 精密加工学
	6S009 機械システム制御
	6S010 パワーエレクトロニクス特論
	6S011 電子物性工学
	6S012 システム情報モデル
	6S013 アルゴリズム論
	6S014 光応用工学
	6S015 地域協働演習Ⅰ
	6S016 地域協働演習Ⅱ
	6S017 特別実習Ⅱ
	6C001 応用物質工学特別研究Ⅰ
	6C002 応用物質工学技術演習
	6C003 応用物質工学特別実験Ⅰ
	6C004 応用物質工学特別演習
	6C005 特別実習Ⅰ
	6C006 応用物理化学
	6C007 有機合成化学
	6C008 応用分析化学
	6C009 分子構造解析学
	6C010 地域協働演習Ⅰ
	6C011 地域協働演習Ⅱ
	6C012 特別実習Ⅱ
	6A001 建築学特別研究Ⅰ
	6A002 建築学技術英語
	6A003 建築設計特別演習Ⅰ
	6A004 特別実習Ⅰ
	6A005 建築防災システム工学
	6A006 居住地計画論
	6A008 構造解析学
	6A009 鉄筋コンクリート構造耐震設計論
	6A010 地域協働演習Ⅰ
	6A011 地域協働演習Ⅱ
	6A012 特別実習Ⅱ




